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修繕と改造はカリブ海"キュラソー"で…

降雨量は年間わずか400ミリ。

Antiliざ↑ gravingdock
150,000dwt

備ユ
ェ

●修繕ドック 2墓

150,000dwt l=

28,000dwt lz

●1 ,800m(総延長)修繕岩壁

●各種クレーン（ドックサイド)9墓
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鱗簿 ●年中無休サービス

●ジェット便は北米､南米､ヨーロッパ

各地へ直行便､毎日運航
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CuracaoNETHERLANDSANTILLES

総代理店

オールアンドコンパニーリミテツド
〒105東京都港区西新橋1-1-3(東京桜田ビル)電話(03) (503)2030(ft)

テレックス222-326606AALLJ''

〒65O神戸市中央区東町113-1(大神ビル)電話(078)(391)7801㈹
テレックス5622-401"AALLKBJ''
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舶用 ）

ディーゼル機関

●幅広い用途

●省資源ディーゼル

●小型・軽量・高出力

●出力範囲

6．8．12．16．18シリンダー

960～4,500PS

技術の富士が誇る。

デイ.一ゼルエンジンの傑作
舶用ガスデイーゼル機関 ・ガス･重油運転どちらも
6LG32X型(1,650PSo600rpm) 可能、切替容易

認識
ドⅡ号”搭載機関ラリア“アゴレーオーース|、 ◆お問合せ・資料請求はド記にどうぞ◆

株式薮昭富士デｲｰゼﾙ ﾑ社
東京都中央区京橋2丁目1番2号

電話03（281） 1251 （代表）
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実績､経験を誇る日防の電気防蝕ノ

一望ﾝヶぃﾙド薑日｛
ﾖ動制御式外部雷源雷當朧由萎晉

胎細の海水間｡菅を油

から守るため，海力
装清"M.C.P.SW ;

0，000台力柵合冊Hに囮

蚕陽

日本肪鯉工業株式会耐
調査=設計=施工嬰蕊鯛脚鯉･瀧豐監聡蹴撹3刺繍蕊削捌蛎

9185・仙台念25-0916

電流の作用で鉄のさびを防ぐ

電気
船舶､港琶施設､水中構造物､埋設施設､タンク･配管､その他

技術の中川が責任をもって調吉､設計および施工をします

鶴 !擦蒙藤惑毒埜
支 店（〒532）大阪市淀川区西中島5-9-6 06(303)2831
営業所千葉・京浜・名古屋・広島・福岡・沖繩

出張所札幌・仙台･新潟・水島・高松・大分・鹿児島
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一目瞭然
複雑な面積測定をデジタル表示｡TAMAYAPLANIX

タマヤプラニクスは複雑な図形をトレースするだけで､面積を

簡単に測定することができます6

従来のプラニメーターの帰零装置､読取機構のメカニカル部

分が全てエレクトロニクス化され､積分車に組み込まれた高精

度の小型エンコーダーが面積をデジタル表示する画期的な

ト

鼎
げ、

r
U

画
３
両

勺

込壷 〃

刃
、
１
１

P

卵目鼻
鼻

卜

i『＃

I
、

、
ｆ
慰
且
四
口
■
医
恥
画
廊
膜
圃
隙
陽
Ⅲ

F竜1鱒刊

※カタログ・資料請求は、本社まで

ハガキか電話にてご連絡ください。

プラニクスの纈散： ●読み間運L,のなしデジタル表示

●ワンタッチて“0セットがて"きるクリヤー機能

●累識測定を口]~能にしたホールド機能

●手元操作を容易にした小型集約榊造

●図面を損傷する極針を取り除した新設計

●低価格を達成したPLANIXシリーズ

PLANIX2-¥55,000PLANIX3-¥59,000PLANIX3S-¥56,500

図17AMAンハ
’ －－株式会社塁屋酋這一 1
仁社:〒lOq頚東部中央区銀座35－8TEL．、ヨ56］8711㈹
1昌蝋:〒i《h3東京都大肥区;L上2147TEI-.03752.3帽]㈹
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「 |噸#照」βy句何F9．CD.、L7bながい経験と最新の技術

大洋の船舶用電気機器

主要生産品目

○発電機

○電動機

○配電盤

○コンソールパネル

○自動化電源装置

○送風機

排ガス利用2極タービン発電機

議蕊蕊蕊
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配電盤

株式

会社電機魯大澤
本社東京都千代田区神田錦町3-16

電話03-293-3061 （大代表）
工場岐阜･岐阜羽島･伊勢崎･群馬発電装置制御開マイクロコンピュータ

営業所

海外

下関･三原･大阪･札幌

Jakarta.Pusan･AbuDhabi
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最新の技術と実績を誇る

福島の甲板機械
拱○語y会:唾晶呂塞哉奄R■F_￥恩日露尋器承唖cHさ呂甦麗雪J生

●油圧･蒸気･電動各種

甲板機械

●デッキクレーン

◆アンカー･ﾉ､ンドリング

ウインチ

●電動油圧グラブ
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蕊鴬息

《

廟

撒積貨物船有 島 丸有島海運株式会社
ARISHIMAMARU

株式会社新山本造船所建造（第260番船） 竣工56－9－7 進水57－3－5 竣工57－5－6
全長 152.60m 垂線間長 142.00m 型幅 24.00m 型深 13.20m 満載喫水9,690m
満戦排水量26.566t 総噸数 12,349.18T 純噸数8,592.87T 載貨重量21,289t
貨物雌容積（ベ)27,021.93㎡（グ)28,330.82㎡ 、艫口数4 デリツク 25t×1, グレーン. 25t×3
燃料油槽 1,342.37㎡ 燃料消費量21.45t/day 清水槽394.28㎡ 主機械三菱Suizer6RLA56型
(デ)機関×1 出力（連続最大)8,040PS(170rPm) (常用)7,235PS(164rpm) プロペラ 4翼1軸
補汽缶自然循環式 発電機ヤンマ－ 450kVA×360kW×900rpm×2 無線装置送(主) 1kW×1
(WH)75W×1 受(主)全波×1 (補)全波×1 VHF 航海計器レーダー 速力（試運転鮫大) 16.209kn
(満載航海)13.5kn 航続距離 12,000浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板型
乗組員 24名 同型船新島丸

－9－

ケミカルタンカ－せんよう ぐろうりい永田船舶株式会社
SENYOGLORY

株式会社栗之浦ドック建造（第171番船） 起工56－12－8 進水57－4－28 竣工57－7－12
全長 143.70m 垂線間長 l$.30m 型'im 21．00m 型深 11.65m 満載喫水 9.241m
満城排水鐘20,444.433t 総噸数8,163.50T 純噸数5,999.07T 載貨重量 16,177.033t
貨物油槽容積 19,215.611㎡ 主荷油ポンプ 750㎡/h×70m×2, 200㎡/h×70m×3, 400㎡/h×70m×1
艫口数 18 クレーン 0.9t×2 燃料油槽 1,343㎡ 燃料消費量22t/day 清水槽427']i
主機械三菱一赤|"6UEC45/115H型(ﾃ)機関×1 出力（連続最大)7,000PS(165rpm) (常用)6,300PS
(159rpm) プロペラ 4翼1WIII CPP 補汽缶6,000k9/h×10k9/cmx1,排カス800k9/h×12.5k9/c前×1
発電機大洋電機AC445V×400kVA×2,AC445V×450kVA×1 無線装置送(主)0.8kW×1 (補)75W×1

議銭期4975k｡#満載航海)14.59kll船舶電話海事衛星装置VHF 航海計器ロランNNSS レーダー 速力
航続距離 12,000浬 船級・区域資格NK遠洋

船型ウエル甲板型 乗組員25名 oIMOTypen&m
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ケミカルタンカーけみるがの雄洋海運株式会社
CHEMILUGANO

下田船渠株式会社建造（第320番船） 起工56－7－22 進水56－11－26 竣工57－4－9
全長 132.00m 垂線間長 12300m 型幅20.20m 型深 1150m 満載喫水8.85m
満載排水量 16,93150t 総噸数7,619.18T 純噸数4,207.49T 載貨重量 12,455.45t
貨物油槽容積 14,48222㎡ 主荷油ポンプ 230㎡/h×80m×7, 100㎡/h×80m×12 デリック 5t×2
燃料油槽 1,00294㎡ 燃料消費量21.02t/day 清水槽 50176㎡ 主機械三菱7UEC45/115H型
(デ)機関×1 出力（連続最大)7,mOPS(165rpm)(常用)6,300PS(159rpm) プロペラ 4蕊1軸
補汽缶CPDB-50 7k9/ci×5000k9/h×2 発電機AC445V×500kVA×3(原)600PS×900rpm×3
無線装置送(EE)12kW×1 (Mi)110W×1受(主)全波×1輔)全波×1 船舶電話海事衛星装櫛VHF
航海計器ロランNNSSレーダー 速力（試運転最大)1514kn (満載航海)14.0kn 航続距離12,900浬
船級・区域資格NK遠洋 船型平甲板型 乗組員30名 oIMOTypen&m

新鋭試験設備を駆使して明日の技術開発を…

■主要業務

受託試験、研究

施設設備の貸与

技 術 相 談

環境(耐候。振動)．防火。防爆。情報畑里
音響｡化学分析｡材料･加速度ピックアップの
校正等。試謝升究設備が整備されています

船舶艤装品研究所
所長 芥川 輝孝

RESEARCHINSTITUTEOFMARINEENGINEERING
mGASHIMURAYAMA TOKYO JAPAN

〒189東京都東村山市富士見町1－5－12
TEL O423-94-3611～5

（競艇益金事業） ｜
I
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自動車運搬船智 神 丸若松海運株式会社
CHIJINMARU

常石造船株式会社建造（第479番船） 起工57－3－1 進水 57－5－23 竣工57－7－23
全長 176.00m 垂線間長 166.00m 型幅27.00m 型深26.35/11.90m 満載喫水8.20m
満載排水量21,972t 総噸数 11,924.30T 純噸数5,611.09T 載貨重量 12,582t
Prov.Crane 5t×2 Car搭載数コロナRT-43L3,196台 Cont･搭載数20' 101TEU
燃料油槽 1,813.2㎡ 燃料消費量36.7t/day 清水槽 431.4㎡ 主機械三井B&W8L55GFCA型
(デ)機関×1 出力（連続最大)12,000PS(155rPm) (常用)10,900PS(150rpm) プロペラ .5翼1軸
補汽缶油焚き5,000k9/h×9k9/ciG×1, 排エコ3,100k9/h×lOk9/ciG×1 発電機（タ)470kW×450V
×1，（デ)440kW×450V×1, 60kW×450V×1 無線装置送(主)1kW×1 (補)75W×1 受(主)全波×1
(補)全波×1 船舶電話VHF 航海計器NNSS 衝突予防装置レーダー 速力（試運軽最大) 19.96kn
(満載航海)18.20kn 航続距離19,350浬 船級・区域資格NK遠洋 船型多層甲板型 乗組員23名
oSternRamp×1, SideRamp×2 ハイスキュードプロペラ装備

－11－

丸雛溌鰻会社貨物船興 和
KOWAMARU

本田造船株式会社建造（第698番船） 起工57－1－15 進水57－3－30 竣_に 57－6－5
全長 106.32m 垂線間長9850m 型幅 1555m 型深7.65m 満載|喫水654m
満載排水鐘 7,682t 総噸数 3,30933T 純噸数 1,95576T 城貨重母5,830t 貨物艫容積
(ベ)6,486㎡（グ)6,745㎡ 艫口数 3 燃料油槽 169㎡ 燃料消賛愚 12t/day 清水.階87㎡
主機械伊藤M506HUS型(デ)機関×1 出力（連続最大)4000PS(205rPm) (常用)3,400PS(195rpm)
プロペラ 4翼1"CPP 補汽缶排ガス併用形機煙管式8.0kg/c㎡ 発電機大洋電機
主機駆動 450V×300kVA×1 ,補機駆動 450V×300kVA×1, 450V×90kVA×1 無線装置船舶電話
航海計器レーダー 速力（試連堀鹸大)16.318kn (満載航海) 12.8kn 航続距離 3,000浬
船級°区域資格NK沿海 船型B型船首尾楼付全通一層|］板型 乗組員 14名
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冷蔵運搬船恵 風 丸三井信託銀行株式会社
KEIFU MARU

福岡造船株式会社建造（第1095番船） 起工57－1－13 進水57－3－11 竣工57－6－5
全長 108.61m 垂線間長99.00m 型幅 17.20m 型深 10.00m 満載喫水7,814m
総噸数4,1$.52T 純噸数2,459.13T 載貨重量5,538.63t 貨物艫容積('､g)6.569"

主機械三菱-神皇症845蹄勉(充蕊浮出芳灌鵠大)7辮鱗霊5W/耀鮒)5,950PS(156rpm)
艫口数3 清ｵ糟238.55㎡

プロペラ 4翼1軸 補汽缶竪型水耀式×1 発電機西芝 400kW×445V×3'×60Hz×3
（原)600PS×9mrpm×3 無線装置送(主)1.0kW×1 (補)360W×1 受(主)NRD72 130W×1
（補)NRD61A75W×1 船舶電話VHF 航海計器NNSS レーダー 速力（試運転最大)19.271kn
（満載航海）16.1kn 航続距離 15,000浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板型
乗組員25名

－12－

貨物船第二祥盛丸香西汽船有限会社
No. 2 SHOSEI MARU

株式会社新浜造船所建造（第202番船） 起工56－9－6 進水 57－3－27 竣工57－4－8
全長49.90m 垂線間長47.00m 型幅 14.00m 型深305m 満戦喫水 2.50m
満載排水鐘 770t 総噸数 19962T 純噸数 10302T 載貨重璽 427t

禦鰈蕊懲織繍戯鰯悶繊謹鮒,品" ￥織繊三菱4SA-哩…×,プロペラ 4翼2軸
無線装瞳船舶電話 航海計器レーダー

速力（試運転最大)9.84kn (満載航海)9kn 航続距離 ］,500浬 船級・区域資格JG沿海
船型X湖同型船尾機関全通甲板型 乗組員4名
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OAKSUN輸出撒積貨物船

船主Ganston ShippingLimited(Liberia)
幸陽船渠株式会社建造(第1021番船） 起工56-11-20 進水57-2-27 竣工57-7-8
全長 223,00m 垂線間長 213.00m 型幅32.20m 型深 17.90m 満載喫水 13.00m
満載排水量73,380t 総噸数29,487.91T 純噸数21,584.21T 載貨重量61,537t
貨物艫容積（ベ）68,587.7㎡（グ)70,010.2㎡ 艫口数7 クレーン 15t×6 燃料油槽3,436.47nf
燃料消費量40t/day 清水槽287.57㎡ 主機械三井B&W7L67GFC型(デ)機関×1 出力
(連続最大)13,100PS(119rpm) (常用)11,900PS(115rpm) プロペラ 5翼1軸 補汽缶竪型機煙管式
発電機大洋電機625kVA×450V×60Hz×3 (原)ダイハツ6PSHTB26Hx3 無線装置送(主)1.5kW×1
(Mi)75W×1 受全波×3海事衛星装置VHF 航海計器デッカNNSS衝突予防装置レーダー 速力
(試運転最大）16.591kn (満載航海) 14.70kn 航続距離28,600浬 船級・区域資格BV遠洋
船型平甲板船尾機関型 乗組員39名 同型船CrusaderVenture

-14-
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輸出撒積貨物船 YICKFAT

船主HongFat Shipping lnc (Panama)
佐野安船渠株式会社水島造船所建造(第1044番船） 起工56－11－21 進水57－2－24 竣工57－5－20
全長 18980m 垂線間長 18000m 型幅3120m 型深 1600m 満載喫水 11322m
満減排水蝕 51,052t 総噸数 21,080.82T 純噸数 14,764.61T 載貨重量42949t
貨物艫容砿（ベ）48,489.7㎡ （グ）50,226.9㎡ 艫口数5 クレーン 15t×22mR×5
燃料･油槽2,931.5㎡ 燃料消賀趣40.7t/day 清水槽 358.0㎡ 主機械三井B&W6L67GFCA型

雛!箪蝿料撫綜f雪螺響錨
(デ)機関×1 出力（連続最大) 13,100PS(1
補汽缶竪型コンポジツト7kg/ciiG×1,800/1,500

総無ﾊ美呼淵:0｢職鍜坊装置 I/-ー 速力(試遮転最大)17.87kn (満載航海)155k･
航続距離 20,000浬 船級。区域資格NK遠洋 船型凹甲板船尾機関型 乗組員42名
･佐野安船渠開発の標準船ニュー40BC型第1船
－．門ダも里．?,唾0．.P~fp-･一目…琴‘可
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輸出撒積貨物船 REGENTQUINCE

船主Regent Qumce ShippmgCo,SA(Panama)
日本海重工業株式会社建造(第221番船） 起工56－7－23 進水57－1－20 竣工57-5-28
全長 18840m 垂線間長 180.00m 型幅 31.00m 型深15.10m 満載喫水 10.751m

総噸数21,35766T 純噸数’4,744.91T 囎蕊瀞2詰辨満載排水量 50,423t
貨物艫容積（ベ)48,104㎡（グ）49,320㎡ 艫口数5 クレーン 20t×4
燃料消費量33.54t/day 清水槽 352㎡ 主機械三井B&W6L67GA型(デ)機関×l

出力《"鐘大)11,200PS巽柵糊賜柵淵F撫黙×: ;/"ヵ衝鍵予…Iz-ダー
プロペラ 4翼1紬 補汽缶コクラン

コンポジット型×1 無線装置送(主)15kW×1
(補)50W×1 受(主)全波×1 (補)全波×1 VHF
速力（試運転最大)16.14kn (満載航海)14.3kn 航続距離 19,000浬 船級・区域資格LR遠洋
船型凹甲板型 乗組員 33名 同型船Regent Mayflower

－15－
フプリシ

輸出木材／撒積貨物船 FARISI

船主PantheonNavegacion(Panama)S.A･(Panama)
日本鋼管株式会社清水製作所建造(第394番船） 起工56．－12－3 進水57－1－．27 竣工57－5－10
全長 175.0m 垂線間長 167.0m 型幅 26.0m 型深 14.50m 満載喫水 10.451m
総噸数15,953T 純噸数10,734T 赦貨重麓 30,330t 貨物艫容積('<)35,707If
(グ)37,196㎡ 艫口数5 クレーン 25t×4 燃料油槽1,948I'f
清水槽’66㎡ 主機械住友Sulzer5RLB66型(デ)機関×！ 出力(連続鮒鵜蕊S淵倒
(常用）8.885PS(130rpm) う°ロペラ 4翼1軸 発電機(デ)550kVA×660PS×3 無線装置送(主)1.5kW刻輔)柵鶏/h董樫押淵)1 船舶電話VHF
航海計器ロラン NNSS レーダー 速力（試運転最大)17.69kn (満載航海)15.2kn
航続距離 18,000浬 船級．区域資格LR遠洋 船型凹甲板型 乗組員34名

唾
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輸出撒積貨物船 EVERORDER

船主Everol-der LineSA(Panama)

函館ドック株式会社建造(第712番船） 起工56－11－25 進水57－3－5 竣工57－6－29
全長 180.241m 垂線間長 170,000m 型幅23100m 型深14.500m 満載喫水 10.667m
満載排水量35,747.31t 総噸数 14,74330T 純噸数9,607T 載貨重量29!314.10t
貨物艫容積（ベ）34,237.8㎡（グ)34,848.3㎡ 艫口数6 デツキクレーン25Lt×5 燃料油槽
A152.6㎡C1922.8㎡ 燃料消費量332t/day 清水槽FW205.8㎡DW90.8㎡ 主機械

日立Sulzer6RND68M型(デ)機関×！ 出力(連続最大) 10,800PS(137rpm)(常用)9盤震(懸鰯プロペラ 5翼1軸 補汽缶竪ｺﾝボジﾂ|､ 油焚き/排カス7kg/ciG×1,200k誰溌装置送(主)1.5kW×1,AC450V×440kWx550kW,×60Hz×ヨ （原)ﾔﾝﾏ-660P溺無､男〃NNSS レーダー(補)130W×1 受(主)全波×1 (#li)全波×] VHF
航続距離 16,700浬 船級･区域資格AB"(試運転最大) 16.435kn (満載航海)15.0kn

船型船首尾楼付平甲板型 乗組員 26名 同型船Ever Oasis
－16－

キウィ エース

輸出撒積貨物船 KIWI ACE

船主BarkShippingS.A. (Panama)
四国ドック株式会社建造(第816番船） 起工 56-10-9 進水57-1-13 竣工57-3-25
全長 147.00m 垂線間長 136.00m 型幅 22.80m 型深 1220m 満載喫水9.016m
満赦排水疏 22,365.8t 総噸数 9,856.91T 純噸数 6,766,38T 載貨重量 17,692.3t
貨物艫容積（ベ)21,463.1㎡（グ)21,822.7㎡ 臆口数4 デリツク 25t×4 燃料油槽 1,347.7㎡
燃料消費量25.3t/day 清水槽315.4㎡ 主機械三井B&w8L45GFcA型（デ)機関×1

"縦…90PSo撫側州;澗柵s×覗鰯了鋤鼠SS蝉鰐趣コンポジット型
(補)75W×1 受（主)全波×1 (補)金波×I VHF
速力（試運転最大）16.77kn (満載航海)13.75kn 航続距離 15,300浬 船級・区域資格NK遠洋船型平甲板型 乗組員30名
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舜一症・一ー ~B→ -

進水言己7念貝曽呈用に

不二の船舶美ｲ桁ｵ莫型を

航海練習船

タイプ4本マストバーク型

船 主運輸省航海訓練所

船の要目全長 97m

1II5 13m

深さ 7.8m

総頓数2,283.93T

“日 本 丸”

納入先船の科学館（縮尺50分の1）

起工 昭和4年4月17日

進水 昭和5年1月27日

竣工 昭和5年3月31日

建造所株式会社川崎造船所

船籍港東京姉妹船海王丸

株式会社不二美術模型
代表取締役社長 桜庭武二

東京都練馬区高松2丁目5の2 TEL・東京(998)1586
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West German Cruise Liner@

アストール

MSASTOR(18,835grt)
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MS @[ASTOR" Hermaidenvoyage leavingGenovaonJanuary6th l982

[Characteristics]

Mamengines 4×MAN4-stroke,6cyl.

Output 18,000hpat600rpm.

Auxiliaryengmes 4×MAN25/30

Power 5,600kW

Topspeed 205knots

Fuel consmnption C2.5t/hat topspeed

Range At20knots,6,300nauticalmlles

Drinkingwater Consumption240t/day

Numberofdeck lO

Capacltyof 304twin-beddedcabin

passengers 608+30pullmanbed

EachhasTV, shower andtoilet

Crew 220

Shipowner HadagSeetouristikund

Fahrdienst, 1hmburg

HowaldtwerkeDeutsche

Werft,Hambmg

Shipbuilder

18,835grt

12,167 t

164m

22.60m

5.85m

bridgedeck) 16m

masthead) 35m

Gross tonnage

Displacement

Length

Breadth

Draught

Height (Sea level

(Sea level

tO

tO

一
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MSASTOR
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ラテックスタイプ

零熟急場テｯｷ舗床材
ウレタンタイプ

BQT承認番号

MC25/8/0113

IMCO214-W&A-80承認

N.K

NV

カタ同グ曇 AB
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■
■
■

■■
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Ｃ

Ｒ
Ｖ
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■

色

サ

Ｌ
Ｂ
Ｃ
Ｎ■

タイ テックス 施工実績数百隻
本社京都rif右刺斑条通りIﾉﾘ大路閥人電誌(311)1101((W

出張所蛎京郁港区|fl金台4-9-19KT､Cビル樋話(446)6283

出張所広 鮎 ・ 神 j･f 典 ・ 長 崎
言 一一 F一 ．_三一一 一 一一二一一 一 ■■■■
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日本声鋸隊の懐古
:－…

山田早苗氏提供

貨物船屏 東 丸大阪商船株式会社

h

｜
［

I

三菱重工業㈱長崎造船所(第E97番船） 船舶番号40872 船舶信号JZDH
起工昭9－10－3 進水 10－3－23 竣工 10－8－31 全長 11300m 垂線間長108.81m
型幅 15.0m 型深 10.0m 満載喫水715m 満載排水量8,368t

総噸数4,468.25T 純噸数2,57228T 載貨重量5,338.0t 貨物艫容積

(ベ)7,849㎡（グ)8,540㎡ 主機械三菱ツエリー衝動式2段減速装置付蒸気タービン機関×1 出力
(連続最大)3,786PS (計画)3600PS 速力（試運転最大)16.370kn (航海)1197kn 船級・区域資格

逓信省第1級船鋼船 乗組員49名旅客1等12名 姉妹船台東丸，彰化丸 船籍港大阪

大阪商船の台湾航路は，旅客を中心とした神戸～基隆

線と貨物中心の東京～高雄線に大別されていた。神戸～

基隆線は明治29年開設され，使用船は逐次改善されてき

たが，昭和9年始めてこの航路のために設計・建造され

た高千穂丸(本誌33巻3号29頁)が就航し,面目を一新した。

一方，東京～高雄線には昭和2年に同航路専用の高雄

丸級2隻が投入され他社と競争していた。その後，台湾

からのバナナを主体とした青果，野菜の荷動きが活発と

なり，大阪商船では昭和10年になって青果急送船を配船

することになり3隻の中型貨物船を三菱長崎に発注した。

本船はその第1船として第1次船舶改善助成施設法の適

用（命令番号21号）を受けて昭和10年8月完成した。

機造は軽構船で2層の全通甲板と船首楼を有し，中央

には船橋楼甲板，端艇甲板があり，船首は直線型フレキ

シブルステム，舵は三菱式B型流線型釣合舵を採用した。

船体は6コの支水隔壁によって船首館，機関室， 4つ

の貨物鱸，船尾鱸の7コに区画され，全通せる二重底は

清水槽，脚荷槽にあてられた。

船橋楼上の端艇甲板には，最前部に船長室，無線電信

室があり，甲板上には大型救命艇4隻力:装備された。

船橋甲板最前部左舷にl等食堂，右舷には定員3名の

l等船室4室を有し，他は上級船員室にあてられた。

本船の船艫は機関室の前後各2コ合計4コあり，前後

のマスト及び1組のデリックポストに合計11本のブーム

を有し， 10台の汽動式揚貨機によって操作された。艫口

は三菱マカンキングスライディング式艫口梁を採用し，人

力にて簡単に着脱でき，荷役の敏速と安全性を高めた。

船脆内はバナナを主とした青果物の積載に備えて機械

通風装置を完備し，前後マストの下部に通風機室を設け，

各容量7馬力の電動通風機を有していた。又・積荷の防

熱のため上甲板には木甲板を張りつめた。

本船の主機械は三菱ツエリー衝動式二段減速装置付蒸

気タービン1基で，使用蒸気の状態は当時16kg/bi,285

℃が一般的であったのに対し，本船は舶用スコッチ型汽

缶を採用した結果，本邦の最高圧である1751g/ci,330

℃の蒸気が得られた。

昭和10年8月9日及び13日の両日，長|崎県三重沖にて

公試運転を実施し，最高速力16370ノットを記録した。

昭和10年9月6日より東京～高雄線に就航。
昭和16年8月31日海軍に徴傭され，横須賀鎮守府所属

南西方面艦隊配属の運送船となる。

昭和17年3月8日16:00北スマトラ攻略に向う近衛師

団を乗せて8隻の船団でシンガポールを出撃，マラッカ

海峡を北上， 3月11日20：30二方面に分れ，本船はサバ

ン島に向い12日00:05到着, 03: 10揚陸を開始した。

昭和18年8月23日ニコパル諸島カーニコバル島東岸に

て荷役作業中，大型機2機の空爆を受け沈没した。北緯

2度10分．東経102度15分の地点であった。
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日本商船隊の懐古No. 40
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貨物船田子の浦丸三菱商事株式会社
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三菱重工業㈱横浜造船所(第S-337番船） 船舶番号48718 船舶信号JHGP
竣工 16-5-31起工昭15-6-24 進水 16－3－27 、 垂線間長 104.00m

型幅 14.70m 型深8.50m 満載喫水693m 満載排水量7,744t 総噸数3,522.0T

純噸数2037T 載貨重量5310t 貨物艫容積（ベ）6,678㎡（グ)7,175㎡ 主機械
三菱往復動蒸気機関×I 出力（連続最大)2,596PS(計画)2,300PS 速力（試運転最大)1513kn
(満載航海)13.0kn 船級・区域資格逓信省第1級船鋼船乗組員49名 姉妹船須磨の浦丸，志賀の浦丸
(三菱商事)，興東丸，興西丸(朝鮮郵船)γ玉島丸(飯野商事)，永福丸，大福丸(日本郵船） 船籍港東京

昭和10年,横浜船渠㈱が三菱重工業横浜造船所となっ

た頃から，同社では近海航路を対象とした4,300DWトン

の中型貨物船をストックボートとして建造，近海郵船や

東洋汽船からの注文で合計8隻を建造した。昭和16年に

は飯野海運より一括8隻を受注するなど船主間で好評で

あった。

同社ではこれと並行して，さらに1,000D/Wトン大き

いシリーズをストックボートとして建造した。このクラ

スは前者よりも300馬力小さく， しかも14ノットを1ノ

ット以上うわまわる15ノットとした。主機は当時デ

ィーゼル機関がその主流となっていたにもかかわらず石

炭焚きの蒸気機関が採用された。これは，輸入にたよっ

ていた重油から脱却する国策の立場から，また，石炭入

手が容易である日本近海が主な活躍の場であったことが

その理由であった。しかし戦時中は，煙突よりの排煙が

船の隠密行動にとっては大きなマイナスであったし，ま

た，当時ディーゼル船は煙突も低く，スマートな船型を

誇ったものであるが，本船クラスでは再び煙突は高く細

くなり実益を主とした船型となった。

本船の姉妹船は全部で8隻建造され,船主は朝鮮郵船，

近海郵船，日本郵船，三菱商事，飯野海運で，第10番船

の志賀の浦丸は完成が開戦後の昭和17年12月27日であっ

たので，本船のみ灰色一色に塗られて完成した。

本船はこのシリーズの第7番船として完成したもので

三菱商事が購入し近海航路用の中型運搬船となった。

昭和16年6月より，北海道から京浜地区への石炭輸送

を数航海したのち， 11月8日海軍に徴備され横須賀鎮守

府所属の運送船となり，南洋群島ウオッゼ島ほか数カ所

の島々に建設資材のセメントを輸送, 12月8日には横須

賀から機雷をつんで南洋群島へ輸送した。翌17年初めに

は，九州八幡や津久美と京浜間で石炭・セメント輸送に

当り， 4月には横浜．門司，長|崎から軍需物資を積んで

5月28日に高雄へ輸送。5月5日門司から長崎に向う途

中，浜根汽船のたるしま丸と衝突する事故があったが大

事に至らず，台湾を往復して6月11日横浜にもどり，月

末には修理を完了した。7月には函館・小樽に向い， 8

月には三池の石炭を鎮南浦へ， 10月には樺太から木材

を輸送， ］1月・12月は朝鮮を往復，昭和18年1月3日呉

を出港， 2月27日より基隆へ数回物資を輸送したのち，

5月19日大|坂へもどる。当地で本船に部隊輸送の命が下

り，佐世保から飛行場建設の山根隊約120名と資材を積

み， 8号演習輸送のK525船団に加わり5月25日佐伯発

ラバウルへ。 7月下旬にはブーゲンビル烏のブインに進

出， 7月27EI到着して揚陸を開始した力式，敵の攻撃によ

り半分の積荷を残してラバウルにもどる。8月27日4827

船団で内地に|句う途に'.， 9月3日御蔵島東方120度。28

浬，北緯33度43分．東経140度00分にて午後7時55分米

潜PollaCk(SS－180)の雷撃で午後9時に沈没した。
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桧垣造船株式会社建造(第275番船） 起工56－11－26 進水57－3－8 竣工57－4－20
全長 105.57m 垂線間長98.61m 型幅 16.33m 型深8.40m 満載喫水6.80m
満載排水量8,532.88t 総噸数3,811.13T 純噸数2,726.57T 載貨重量6,476.77t
貨物艫容積（ベ）8,210.72㎡（グ)8,68426㎡ 艫口数2 クレーン 15t×2, 20t×2
燃料油槽592㎡ 燃料消費量 12t/day 清水槽410㎡ 主機械阪神6LU50A型(デ)機関×1
出力（連続最大)3,800PS(245rpm) (常用)3230PS(232rpm) う。ロペラ 4翼1軸 補汽缶竪水管式

撫鼈誓榴獺×1 (")75W×‘ 受(主)全波×】 (補)全波×」 航海計器。ラン，_グー
発電機西芝200kVA×2 (原)ヤンマ－270PS×2

速力（試運転最大)15.408kn (満載航海) 12.5kn 航続距離 11,000浬 船級・区域資格NK遠洋
船型凹甲板船尾機関型 乗組員26名 同型船Larix

－24－
ゴールデン フォーチューン

GOLDENFORTUNE

Inc. (Panama)

起工57－2－4 進水

輸出燃料油補給船

船主LiberianHolmTranspolats
岩城造船株式会社建造(第IWS-28) 竣工57－6－3057-4-10

全長80.69m 垂線間長74.80m 型幅 13.00m 型深6.00m 満載喫水5.00m
満載排水量4,111t 総噸数 1,708.24T 純噸数936.24T 載貨重量2,958t
貨物油槽容積 3,509㎡ 主荷油ポンプ500㎡/h×2 燃料油槽 109㎡ 燃料消費量6.12tiday
清水槽44㎡ 主機械ヤンマーT220-ST型(デ)機関×2 出力（連続最大)900PS(800/386rpm)×2
(常用)765PS(785/366rpm)×2 プロペラ 4翼2軸 補汽缶サンロツドCPDB-505,000kg/hx

繼鰕淫(主)0.4kW×Ⅲ (")75W×］ 船舶電話VHF 航海計器 Iz-グー速力(試運転最大)1d784k｡
発電機大洋電機AC445V×120kVA×60Hz×2 (原)ヤンマ－145PS×1,200rpm×2

(満載航海)10.0kn 航続距離3,100浬 船級・区域資格NK(港内限定） 船型凹甲板型 乗組員12名

■■
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9月のニュース

8月21H～9月20日

C海運造船問題

●一般政治経済問題 編集部

資金198万総トン1,174億円，継続及び改造

船を含んで合計1,630億円。算出基準は（金

利（輸銀・市銀の協調融資） 8％，期間鐙長

8．5年，開銀融資比率45％・

9月1 1J●メキシfコが，民間銀行の全面国有化に踏み切

（水） った｡銀行国有化のねらいは｡国外への資産
流出防止と信用不安の解消により，海外から

の資金再流入を促進するため。

9月3日●国鉄が未来の超高速鉄道を目指すリニアモー

（金） ターカーの有人走行実験を宮崎県日向市の宮

崎浮上式鉄道実験センターで行なった。実験

スタッフ3名，時速150kmで10cm浮上，妓高

時速262kmで走行し50秒後に着地しﾆ。

9月5H●胡耀邦中国共産党主席が党大会で党主席・副
(H)主席制を廃し，総害記トップ制を37年ぶりに

復活するなどの党規約改正案を報告した。

9月6日●IMF(国際通貨基金）総会がカナダで4H

（月）間開かれた。緊急問題は国際信用不安対策。

メキシコなど対外債務の返済に苦しむ国等の

救済に緊急基金の設立が論議された。

91111[IOIHI呉事業所第1工場で修理のため入渠中

（土）のシンガポール船籍の油槽船ジュディスブロ

スペリティ(89.702dwt)の船内で火災が発

生，作業員6名死亡， 8名が大火傷を負った。

9月12日●台風18号は静岡県御前崎付近に上陸，東日本

（日）を縦断して根室沖に抜けた。被害は東京，静

岡，神奈ll lなどで死者23名，行方不明9名。

●II!国の万里副主相は7月の人口調査の結果，

10億760万人となったと発表。

9月14日●8月23日にレバノン国民議会で次期大統領と
（火） して選出されていたキリスト教右派ファラン

ヘ党のバシール・ジエマイエル氏が同党本部

に仕掛けられた爆弾によって死亡した。

9月16日○三菱重工業㈱長崎造船所でオーストラリアA

（木)NL社向石炭だき船m,RiverBoyne''(80,469

dwt)を完成した。全自動化，石炭を動力と

して航行する船としては32年ぶりのこと。

●鈴木首相が内閣記者団と会見，財政窮状のア

ピールを国民に説明。臨時国会の10月下旬召

集の方針を表明した。

8月21 1]●北炭夕張炭鉱の大沢管財人は安倍通産大臣を

（土）訪ね，同鉱の閉山を内容とする妓終計画案を

報告した。更に夕張新鉱労組（約1,700名）

に対しても全面操業停止，全員解雇，過去の

労務債123億円の一時凍結を通告した。

81125日●インドネシア政府は，同|到海域内でのトロー

（水）ル漁を来年1月1 I=1より全曲禁止すると正式

発表をした。

8月261J●新H本製鉄㈱は室蘭，広畑両製鉄所で稼動中

（木）の高炉の各1基を10月から休止する方針を明

らかにした。他の大手鉄鋼メーカーもそれぞ

れの方法で不況対策を本格化している。鉄鋼

業界の不況は52年の鉄冷え以来である。

8jj30IIC日本船主協会は57年4月1日現在の我が国外

(11)航船腹蛾をまとめた。これこよると定期船324

隻525.3万dwt (1.4%"),不定期船806隻

2,1“.5万dwt(0.3%増),専用船581隻2,012.5
万dwt(1.7%増),兼用船45隻662.1"dwt

22．7彩増)，油送船224隻2,710.7ﾉ dwt (5.8

%")i汁1980隻8.015.1"dMで昨年に引き続
き減少となった（増減％は前年比)。

●第14回日米安保事務レベル協議がハワイで3

「1間開かれた。 ！ |'心議題は我がI刊の防衛力琳

強問題で， 56中業の繰り上げ，防衛計l'blの大

綱の見直し, 1,000浬以内シーレーン防衛問

題等について話合いか行なわれた。

8月31 1_IO長崎県佐世保港で2年近く改修工事をしてい

（火）た原子力船‘《むつ”は青森県大湊港へ向った。

9I1611に入港，むつ市関根浜に新母港がで
来るまで停泊する。

○各省58年度予算概算要求を大蔵省に提出。運

輸省海運造船関係の主な要求内容は次のとお

り。39次計画造船160万総トン(LNGM(}2

隻20万総トンを含む)，これに必要な開銀融資
933億円,継続分727億円との合計1,660億円。

開銀融資比率はLNGM70%, LNG船以外

の石油代替エネルギー船（鉱炭船，石炭船，

LPG船)60形。船舶整備公団の財投（内航

・近海輸送の体質改善および国内旅客船の整

備） 362億円。船舶輸出の確保のための開銀

1
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1981年大型舶用機関の動向

運輸省船舶局関連工業課と紬日本舶用工業会は8月，

｢大型舶用機関の動向」 （第18号）をまとめた。 1981年

の大型舶用機関の生産動向の概要は，以下のとおりであ

る。

2． 搭載および輸出入状況

1981年に竣工した2,000DWT以上の商船に搭救され

たディーゼル主機関は， 1,227台， 10,019,010馬力であ

る。これは，前年に比べ， 89台, 102万馬力の蛸加であ

り， 1977年以降の減少が増加に転じて，ピーク時（1977

年の1,192万馬力）の84％となっている。

機関製造国別の実紙みると,[1本は,557台, 5,192.680

馬力で第1位である。前年に比べ， 95台， 76ノブ賜力

（17．2％増）と大きく琳加し， 1977年， 1978年に次いで

過去第3位の実績であった。シェアも前年の49．2％から

51.8%に伸ばし，過半数を独占している。

西ドイツは, 143台, 687,595馬力で前年より18万馬

力（36.2％増）の琳加で，第2位と維持した。シェアも

前年の5．6％から， 6．9％となった。

第3位は，前年13位のデンマークで, 37台, 430,110

馬力，前年の約2，3倍と大きく実績を伸ばした。

前年第3位のホーランドは， 7万馬力減少して， 37台，
400,010馬力で第4位となった。以下， スウェーデン，

1． 概 況

1981年に世界で竣工した2,000DWT以上の商船は

1,026隻, 23,278,040DWTであった。 これは前年に

比べて， 61隻, 277DWTの増加であり, 1979年を底

として, 1980年, 1981年と2年連続の増加を示したこ

とになる。 ピークであった1975年の60,710zFDWTに

比べると， 38．3％に過ぎないものの， 1979年の19,037

zFDWTに比べると122.3%にまで回復したことになる。

隻数としては， ピーク時（1977年の1,235隻）の83.1％，

ボトム時（1979年の927隻）の110.7％となっている。

竣工実績を主機別に見ると，ディーゼル船は1,013E,

22,384zFDWTで前年より70隻, 4,556T･DWT増加し

て､､る。 1981年に竣工した2,000DWT以上の商船でデ

ィーゼル主機関を搭載した船舶の平均船型は, 22,097D

WTで前年(18,906DWT)より16.9%大型化している。

また， 1隻あたりの主機関出力は9,890賜力で， これも

前年（7,909馬力）より25．0％大型化している。

一方， タービン船は， 13隻, 893,965DWTが竣工し

た。これは前年に対し, 9=, 1,789fDWTという大

幅な減少で， 「大型舶用機|美|の動向」としてfll行( 1%4

年）以降，最低の記録である。また，平均船型も68，767

DWTと前年(121,955DWT)より44%小型化し，いに

10万DWTを割ってしまった。 しかし，一隻あたりの主

機関出力は30,798馬力と前年（37,727馬力）より18.4％

小型化したものの，依然3万馬力台を保っており, 1975

年以降， タービン船のDWTあたりの主機出力は上昇傾

向を辿っている。 （ちなみに， 1975年のタービン船のD

WTあたりの主機関出力は0.145馬力であり, 1981年は

0.447馬力である。）

2,000DWT以上の船舶の国別竣工騒は，日本が, 446

盤（前年比22．3％増), 11,247,748DWT(同20.8%増）

で第1位であり，以下，韓国の35隻, 1,776,000DWT,

ブラジルの記隻, 1,164,400DWT,スペインの41隻，

883,606DWT,西ドイツの52隻, 874,233DWTと続

いている。
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図1 大型ディーゼル主機関型式別生産状況の推移
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スペイン，東ドイツ， イギリスの順となっている。

世界に占める日本のシェアが， 50％を越えたのは，

1977年の59．3％以来， 2度目のことである。

世界のディーゼル主機関の単体での輸出入量は， 340

台， 225万馬力となっている。これは，前年に比べ70

台， 62万馬力の増加であり，全生産馬力に占める割合も

22．4％と前年に比べ4．3％増加している。

ディーゼル機関を単体で輸出している国は15か国であ

る。日本は80台， 93万馬力で前年より， 21台， 36万

馬力（64％増）の増加となっている。輸出率は前年の

12．7％から17．9％と伸びており，増加分は自国搭載向

の増加分(40万馬力）に匹敵している。日本国内の造船

需要の増大と同程度に，単体輸出が伸びた訳で1基あた

りの平均出力は， 自国搭載の8,900馬力／台に比べ，

11,6叩馬力／台と大型化の傾向がある。

単体輸出の多い国は，日本に次いで，西ドイツの34万

馬力，ポーランドの25万馬力，デンマークの19万馬力

の順となっている。

一方，ディーゼル機関を輸入している国の主なものは

韓国の32万馬力，台湾の20万馬力という新興造船国の

”918

他，デンマークの17万馬力である。

3． 型式別搭載状況

型式別では, B&Wが19"年以来, 17年ぶりに第1

位に返り咲いた。B&Wの合計は252台, 309万馬力で，

前年の191.4％， 106台， 142万馬力の増加である。 シ

ェアも前年の17.9％から， 30.8％と大きく伸びている。

SULZERは，前年の91.6%で, 28台, 28万馬力

の減少の222台， 304万馬力となり, B&Wに次いで第

2位の実繪であった。シェアも前年の36.8％から， 30．3

％と減少した。

第3位は105万馬力のMANであるが，前年より35万

馬力， 24．7％減少している。第4位はSEMTで85万

馬力とほぼ前年並み（1万馬力， 1．1％増）であった。

第5位の三菱UEは，近年順調に伸び続け, 1981年は，

前年比25.2%, 10万馬力増の.51万馬力であった。

第6位以下はMakの25万馬力,GMTの18万馬力，

阪神の15万馬力と続いている。上位4ブランド(B&W,

SULZER,MAN, SEMT)の合計搭載馬力は802万

馬力で前年より86万馬力増加し， 全体に占める比率は，

80．0％となっている。

日本のライセンシーによる製造比率をみると

B&W･ .……･……･･59.0%(前年57.6%)

SULZER…･……･56.5%(同48.9%)

MAN…･･…………29.0%( I司38.6%)

SEMT ･…･……･…53.8%(同670%)

で,MAN以外は過半数を独占している。全体としてラ

イセンシーの製造にかかわるものは， 79．5％で，前年の

80.3％に比べ，わずかながら比率が低くなった。

主要型式別に見ると,B&Wでは,L80GFCA,L67

GFCA,L67GFCの3型式の搭載が多く, 3機種で

121台， 173万馬力でB&Wの余機種の過半数を占めて

いる。 SULZERでは, RND76.M, RND68Mの2

機種で90台， 115万馬力で同様に半数を占めている。

4． 最大出力機関

訴
皿
麺
皿
、
四
ｍ
⑥

皿

麺

⑩
、
印
、
釦
幻
⑩

１

1981年に搭赦されたディーゼル主機関の中で，出力が

最大のものは， 1隻あたりでは，西ドイツで建造された

コンテナ船(51,540DWT)に搭載されたMANのK9S

Z90/160B, 27,200馬力×2=54,400馬力であり，

また， 1台あたりでは，デンマークで建造されたコンテ

ナ船3隻(31,700DWT)に搭載されたB&Wの12L90

GFC, 47,000馬力であった。

芸僻；吟
幻

和

0

図2 主要国別ディーゼル主機関生産実績の推移
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船の科学

⑳新造船紹介

世界最大･最新鋭の

物理探鉱船m6MOBILSEARCH''

三菱重工業株式会社

下関造船所造船設計部

2． 主要要目

船級 ABSWAl⑧Ⅷ霞AMS&ACCU

IceStrengtheninglC

1 まえがき

本船は米岡のMobilOi lグループの船舶部門を担

当するMobi lTankships (US A. ) Incの注文に

よりⅧ 当社下関造船所にて没！汁・瞳造され，本年6ﾉ130

日に竣工し引渡された。

当社は， これ迄に4隻の物理探鉱船（表1 ）を引渡し

ているが、本船は同じMobllグループの姉妹船である

"弧WNelso,1"を一回り大型化・高' I能化したもので

あり世界簸大・雌新鋭の物理探鉱船である。本船の船

級はABSであり，河緯度海域での使州も特噸して、耐

水朧造ICを適用している。典に米|誼i船籍の船としてU

SCG, USPH等の諸規Hllを全mi的に適用している．

以下，本船の概要を説明する愚

主要寸法

全長

垂線間長

幅（型）

深さ（咽）

計-剛喫水（型）

夏剛満雌I喫水（J側）

l､ン数浮

総トン数

純トン数

9850m

8900m

1540m

795m

500m

535m

3,33783T

1274T

容砿等

‘燃料タンク

がi水タンク

バラストタンク

ナロマタンク

器材l' li(ベール）

連ﾉ零

【試遮I隆峨大速力

表1 物理探鉱船（三菱重工業引渡し） 1207

250

' I82

28

316

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

総トン数|定': ' '
991TIS51 4

1

定［｜ ’ﾙル 名 1船

、

一
丸
脂Ｏｅ

－
岬
岬
卵

(FI*)f-i油賀源開発(株）

Su[lOimporl （ソ遮) 734TS52 9

Mobl IManneTranspol･lil: (米鬮) 2､574TS53 9

942TIS54中陸|機械輸出入公司南海502 ’(中I呵）
句

｡ ’ I818kn

綴 蕊灘鍵
…如藍密 耐……

鍵灘
凸

幸

鍵鍵鵜鶴蕊

6

評

■

寺

試運転中の物理探鉱船

鱗

"MOBIL

SEARCH"や

…目

I
！’
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mのGMを確保している．また将来の機器の蛸加に備え

て50トンのマージンも考噛されている。なお4カ所にク

ロス・フラッディング・システムを採用している晴

3．5操縦性等

2'#lhCPPと2舵およびバウスラスターの組合せによ

り充分な操縦性を確保しており， オートハイロッ卜装ri

およびその他の航海機器等との組合せにより，探街作業

に欠かすことのできない確実な操船と針路保持を可能と

’ていろ

航海速力（常川''1力， 20先シーマージン) 171 kn

航続蹄離 約12､200海蝿

蕊糸Ⅱil

職Li 8名

部輿 10名

研光興野 38儲

その他の音 5諸

合,i l･ 61名

3． 基本計画および配置

4． 船体ぎ装

前述のように，本船は米|:'&'籍であるため，材料・工作

法のIIIijliiで米国の諸法規を完全に通附しており．安全性

，儒頼性の向_'二には一層の注意を払って没;|施工を行な

っている。

4． 1係船および操舵装置

一組の油圧ボンプユニットにて．捜数の甲板機械すな

わちウインドラスまたはキヤブスIタンとデッキクレ

ーンを駆動する単一油II源方式を採用した‘ これは設備

の保守・点検を容易にすると共に経済的な遵転が! IJ能で

ある。油旺ボンフユニットと各LI 1版機械の組合わ･せおよ

び主要I÷|は次のとおりである。

｡船筒汕11ミホンフ・ユニット 45kW×2

ゥ,｢ンドグラス

ワイルドキット 1 1 "1，，9mmill

ホー.fナドラム 5T･､20mmin、2
ヂッキケレーン 15Txl8mmm、< 1

（テレスコヒ‘ソク型）

･船尼油llミホンフユニ"ノト 」5kW、3

キ十フズタン 5T、20mminx2

デッキケレーン l5Tx18m,mm、く2

（テレスコヒ．ツクノドぃ

3． 1 －般配置

物ml!探鉱船は，海底Fの地牌の状態を‘淵べ、海底ｲ丁油

・聯ﾘ)埋蔵地I樹を探i1満-るものであり，船尾に曳航するエ

フ｡ガンよりIE縮空気を発射して衝!l裟波を発生し，海底地

I渕の各孵よりの反射波を|! ｢lじく船尾より曳航しているス

トリーマ．ケーブルの｢|ｺのハイドロフォンで受傭する探

衙法をはじめ・地磁気!i 1-、 逗力誹汗響機器等による探

1･+r法を使川する，

本船は機'災l室前方に探11鋤力川のﾉﾐﾉ製空気,｣諭機3

台を『没樋Lたエア・コンフレ･ｿ･け-篭を配iri'iしており，船

尼'こは各厩ケーブル・ホース雛のためのリールを配樋し

たi''蕊スヘースを21'ず'のl.ll仮にわたって,没けてお(),船

曜妓'11淵はヘリコプタ・デッキとしているc

収柴したデータの記録。解析川コンヒコ.－タは､二兎

船殺構造いレコーデ･『ング。ルームに収ぬられており‘

'仙録した磁女iテープは， ・との止肘のテープ。ロッカーに

保椅さオヒも

3．2船型

′k船は, @&T,W.Ne!soil"で優れた評価をi!｝ている人

咽スケグ|､l.パトックブロー船尼と船筒バルブを組合せた

船7WI!を採川しており， 、ij社の惟進性能試験水櫓および耐

航性能試験水榊で各種の模ﾉ卿試験を実施Lて，より優秀

なﾙﾙﾙ'!としている。

3．3速力等

本船の推進システムは災仙転親rエンジンによる

4機2'i!lll['j変ヒッチフロベラを採Ⅱ1しており，一般

航海llfには4機荊川lHﾉJ, 20霧シーマージンにて

171ノットの航海速力を確保している。探詩|ﾄｷに

は，小主機2機常IWIIIﾉ]にて6ノットの速力, 251、

ンの曳‘;|力を確保しており， この場合， ノ<主機は発

地機を駆動し探街動力川空気lf縮機の駆動用'i通源を

まかなっている。

3．4復原性等

USCGの非掘傷時，脳傷時の復'舟1性の基準をi,li

足すると共に， さらに雌悪状態にて雅準プラスO2 操舵宝
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船の科学

操舵装置は， シンクロナイズド ロータリベーン型を

2組設けている。ポンプユニッ1,は4組装備しているが，

2組が常用で他の2組は予備である。

最大トルク 138ton-m

電動モータ 55kW×2 2組

4．2諸管装置

一般用途の諸管の他，エアカン用高圧空気管（設計圧

力50001bs/,n2)を探査動力用空気圧縮機より， エアガ

ン用マニホールドまで配管している。

4．3消火救命設備

（1） 消火消防設備

乗員の人命と貴重な設備を火災より守るために，本船

は，防火設備，火災探知・警報設備と共に次の消火設備

を設けている。

。射水設備

船内全般にわたりいかなる場所にも， 2条の射水が可

能となるように消火栓および各器具を配置した。

。固定式泡消火設備

3筋泡バランスド・プレッシャ・プロポーショニング

・ポンプ方式とし，起動操作は各々の防御対象区画に対し

て独立して行なえるよう‘遠隔操作装置を設けた。対象

区画は，機i臭l室，補機室はじめ船尾の作業区画を主とし

た9区画であるc

・固定式CO,およびハロン消火装置

一上部全通甲板中央部にボトル室を配置し，操作は火災

制御室と当該防御区画に近い場所より遠隔操作にてガス

の放出が出来るようになっている。CO2の防御区i町は§

機|典l室， コンプレッサー室等5区画であり， ハロンの防

御区画は， レコーディング・ルーム等3区画である。

。その他

さらに移動式消火装i鷺を下記の通り設けている。

機|對室 CO2×2

おいても長時間にわたって，快適で衛生的な生活を営む

ことができるよう，冷暖房，通風給湯水，照明等の設

備を完備している。

船上生活で特に問題となる騒音・振動については， 当

社研究部門の研究成果を取り入れ防ll二に努めている。騒

音・振動の発生源である機関室補機室内の機器の多く

に防振．防音対策を施すと共に，居住区側でも浮床描造

を始め種々の防音材．，防振材，制振材等を大幅に採用し

ている。

居室の防火対策として，壁．天井等内装材とLて不燃

材を全面的に採朋すると共に，鋼製家具，雌燃性布地等

を使用しており，ほざ完壁な防火構造としている。この

ような内装は，冷たく単調になり易いため柄，色彩の調

整によって解決を図っている。

また衛生[mでは防､ﾉ対策を行なっている。

これ等の対策は，各々矛盾した材料および'二作法の組

合わせであるが，徹底した事前検討によりこれらの問題

を解決した。

さらにこの種の船では居住区の配繊床li職等に犠牲

が強いられることが多いので， きめ細いスペースデザイ

ンにより居住性を向上させている。

4．5 レコーディング．ルーム

探盗された各種のデータは， レコーディング．ルーム

内に装備されたコンピュータによって解析．記録される

が，より良い作業毅境の確保のために，非常にシビアな

る騒音規制値が要求された。本室は一般配置図に見られ

る通り，補機室疸上に配憧されているため，主機I災lを含

む各種機器， う．ロペラおよび舵取機からの商レベルの固

体および空気伝播音が予想された。発音側の対策は勿論

であるが，受音側である水室は，二重船殻構造方式およ

び制振材を採用した二遁床幟造を含む三重の防音対策を

採用している。なお本室の内殼は，船体と完全に独立し

ヘリコプターデッキ ドライケミカノレ×2

との他に-．'一分芯る数の持連び式消火器，消防員装

具等を備え付けており，船内火災の予防と消火につ

いては万全の対策を講じており，一般船舶に比して

倍噸性は格段に向上している。

（2）救命設備

主たる設備の要目は次のとおりである。

救命艇 FRP製モータ付61人用×2

1司上用ダビット トラックウェー型

同上用ウインチ 電動モータ駆動自動調速付

救命筏 膨張式20人用×2

4．4居住設備

乗組員および研究員が，世界中のいかなる海域に レコーディング°ルーム用内殼構造物

－32－
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(2)探査時の低船速における採船性能が良好であるこ

と。

(3)機関室スペースがせまいこと。また機器の保守お

よび取扱いの容易化のため，機|美lの種類と台数は妓

少限にとどめること。

(4)省エネプランI､であること。このため特に探査時

において，各機関は燃焼良好域で運転され，低燃費

の達成およびこれに伴って保守間隔の延長ができる

こと。

15)"I&l部はUSCG適用の撫人化設備とし，小人数

乗組員体制でプラントの運軽保持が可能なこと。

(6) 大容触の探査動力源空気圧縮機はSCRコントロ

ールによる直流電動機駆動とし、 またこれからの高

圧空気管系統を完備すること。

(7)機器はすべて清水冷却方式とし，海水管系統を妓

短にすることにより，機器類の耐食性の向上とこれ

に伴って保守維持費の低減を画ること。

18)探査I:i訓の比較的機関低出力時においても．機関冷

却水熱源を利用して船内消質清水の供給ができるこ

と。

(9) 船内騒音対策として，発苫源である機器に対して

は，防振防音設備を設けること。

(1O)狭あいな機関部スペースで徳あるが，機器の周辺

は分解組立が容易に行なえるよう特別な考瞳がはら

われていること。

5．2主要機器要目

推進機関 4機2軸ダイハツギヤードディーゼル

親子エンジン、 2段変速ツラ､ソチi､l

MR3000(3300)PS+1 .800PS I軸当I)

可変ビツチプロベラ駆動 （ ）発趨'1寺

バウスラスタ 趣勤nJ変ヒッチブロベラ式 1台

補助ボイラ クレイトン型 2台

た構造体としているが荒天時に内殼の移動がないよう

に非常用支持装謡を設けている。

公試時に計測した騒音値は，本室55dB(A) 届伽区

60dB(A)の要求値をいずれも術足した。

4．6探査関連装置

一部船主が米国にて搭載する機器(※)も含めて， ド記

の機器を搭減している。

1）ストリーマ・ケーブル・ リール地動油圧式×1

2）マグネットメータ・ リール ｜司上×1燕

3）ガン・ホース・ リール 同上×4※

4）ガン・ホース曳航用チェイン I可上×2燕

ウインチ

5） トラベリング・ホイス|、 空庄式 ×2

6）ガン．ホース・ホ「スト 電動油圧式×2

7) -f傭ガン。ホース・ リール ×1

8）オーバ・ヘッド・ リール 通勤油圧式×1

9）油圧ユニット 55kW×2 ×1

10） ｜司 上 55kW×3 ×1

l 1)作業艇 30フィート128HP×2基×1

12)同上用ダビットおよびウインチ ×1

5機関部

5．1 計画要求事項

本船の機関部装置は下記の要件を満足し得るものとし，

股‘汁に当っては，それらの機能が効率良く発揮できるよ

うに巷噛された。

（1） 年|糊を通しての本船の稼動|}寺間は，一般航走が5

～6形程度で他は探汽状態である。航走II*は航海速

力に対応できる推進動力を必要とするが，一方操業

時は比較的低出力の曳航動力に加えて探査動力源で

ある空気圧縮機の駆励動力を供給し得るバワーフーラ

ン1､であること。
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船の科学

探査動力用空気圧縮機 JOY横往復多段圧縮式

1,250HP DCモータ駆動

SCRコントロール 3台

清水冷却方式 セントラルクーリング分離式

造水装置 アルフアラバル 2台

排ガスサイレンサ高性能スパークアレスタ形 l式

自動化計装オートロニカ， オートレコーダ付 ’式

5．3概要

推進機関の運転要髄は，航海中は4機2岫全機並ll"

転とし，探査時は親エンジンは発電機駆動とし，主とし

て探査動力源用電力の供給に使用し，子エンジンにより

曳航を行なう。親子エンジンは屯子ガバナにより，並ダリ

運転，負荷バランスおよび|司期運転を行なう。なお親子

エンジンの各逆転モードに対応して，プロペラ翼角を自

動的に制限して機関の負荷を抑制する。各機関および空

気圧縮機ならびにその他の機器類はすべて5グループに

分離されたセントラルクーリング方式により， それぞれ

の機器が蚊適のヒートバランス条件で連転口I能とし， ま

た1箇所の故障が他のプラントの連転に支障を及ぼさな

いよう考噸されている。各機|奥lおよび空気圧縮機の出力

は， それぞれの運転モードにおいて効率の良い常用負荷

域で運転可能なように選定され， また機器の種類を岐少

限とし，部品の調達か便利であるよう配慮されている。

機|對室は，空気圧縮機室，主機室および補機室の3区画

よりなり，各区画中央部に部品搬出入用交通路を設けて

工作室と結び，船内保守修理作業の便を画っている。
機器の防振防音対策として，主機および発屯機には特

殊設計を施し， また配管装悩関係にも防振支持を多用す

る等配慮してある。機関部自動化計装は, USCG規格

に合椿する機関室の雌人化設備とし，機関制御室におけ

る集中監視装侭をはじめ，主補機の完全自助運転設備，

消防ビルジ系統の自動化およびバンカーリング設備の合

理化等を完備し，乗組貝の労力軽減を可能にしている。

なお本船はUSCG適用のため，機器および椅装侭資

材は, US規格相当品を調達使用してある。安全投備に

ついては, USCGの厳格な検査に適合するため入念に

没‘汁装備されている。

上記の屯源装置に対して要求された基本的な考え方は

下記の通りである。

。船内一般負荷は全モードを皿じて独立発通機1200

kW×1台にて供給!jJ能なこと。

｡SCRコントロール・レオナード方式の探在助力用

空気圧縮機用砥動機l,250HP(output)×2台は

100影出力時に主機駆助発屯機2,200kW× 1台に

て供給可能なこと。

これに伴い発喧機の連用形態は下記のように計1曲iされ

ている。

。通常航海 1,200kW×1

．出入港（ベウ．スラスタ連転) 1,200kW×2

｛酬剛・探査（探査用空気圧縮機2台逆転）

･探査(探査用空気圧縮機1台運転) 2,200kW× 1

．探査(曳航サークリング) 2,200kW×1

．探査(曳航なし， サークリングのみ) 1,200kW×l

また本船の持つ屯源設備の特徴的な仕様は次の辿り。

。大容l,tの2,200kW発屯機2台は主機関駆肋となり，

この場合，推進軸と|可時駆肋の軸発の形態はとらな

い。 1,200kW独立発屯機との並ll運転が!II能であ

る。

。発電機奔遡の大型化に伴い, ACB等もUSCG

認定品の雄大フレームを使用することとなり，主配

‘屯盤のサイズ，機|奥l制御索の配髄・設計等に工夫を

要した。

｡SCRサイレオ方式採川の結果，地気ノイズが心配

され，特にSCR'<ネルと発迩機とのIIMの協‘淵をと

ったノイズ対策が必要となった。 SCRノイズ対策

として下記が考慮されている。

{l)動力装侭かSCRノイズに耐えること。

|2)SCRノイズに対して敏感な機器は給'iu系統を主

屯源から切り離しMGの系統にする。

(3)屯路を一般．敏感．妨害の3種に区別し各々の分
離を計る。

(4)船主支給品であるSCRコントロール装瞳にノイ

ズ対策を充分施すこと。
6．2航海機器

ド記の航海用機器がレコーディング．ルームに装備され
た航海用コンピュータを中心にシステム化が計られてい
る。全てSPerry製である。
。航海用ゴンピュータ 1式

・ジヤイロコンペスMK-29 2式

･操舵制御装i好 1式

・レーダMK-4016 2式

I

I

I

1

’
I

1

6． 電気部

6． 1 電源設備

本船にはド記の発屯機が装備されている。

。主機|災l駆動発通機 2,200kW×2

。独立発晒機 1,200kW×2

．非常用発通機 l45kW×1

。岻動発地機 ]35kW×2

－34－
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｡CAS TM_m (衝突予防装置) 1式

上記以外に下記の船底装備音響機器が合計8ケ所にあ

る。

oRaytheon製 ドップラ速力計 l式

｡Ametek製フォワード・スキャニング・ソナー 1台

cKruppAtlas製音響測深儀 1台

oSperry製 ドッフ°ラ速力計 2台

｡Sperry製 ドップラ・ソナー(PADS) 1台

cEdoWestern製深海測深儀 1台

oRavtheon製サブ・ボトム・プロファイラ 1台

7． おわりに

本船は， 引渡し後米国テキサス州ガルヴェストン港に

回航され，一部コンピュータ搭減等の岐終ぎ装が，船主

により施工されることとなっている。

海底油田の開発が進む中で，物理探鉱船の必要性はま

すます高まるものと考えられ， 本船が姉妹船!､T､W.

Nelson'' ともども，世界の海で活躍されることを期待

しております。

おわりに，本船の設計・建造を通して，御指導・御協

力を頂いた船主をはじめ, USCG, ABS, メーカー

の方々に深く感謝致します。し ‘ ｻ

－ユース ニュース

2セット目 1984年1月

なお，デッキクレーンの2セット目は主要コンポーネ

ントを同社が製作担当し， 同社の技術供与先である武漢

舶用機械工場に供与し，武漢工場において同社の技術指

導に基づいて製作され，江南造船所に納入される.ことに

なっている。

中国から舶用主機関および

デッキクレーンを受注

石川島播磨重工業(株)は， このほど中国船舶工業貿易

公司から700個砿(TEU)コンテナ船2隻分の舶用主

機関( IHI -SEMT PielstiCk8PC4-2L型デ

ィーゼルエンジン） 2基およびデッキクレーン(35tX

2基） 2セットを受注した。

今回受注した舶用主機関およびデッキクレーンは，中

国．江南造船所が， シンガポール船主NeptuneOrient

LinesLtd.向けに建造する700個稚コンテナ船2隻に

採用されるものである。

同社は油圧甲板機械のライセンス供与およびSulzer

型, SEMT型ディーゼルエンジン機関に関する技術協

力などを通じて，中国船舶工業の近代化に協力するとと

もに交流を深めている。また，最近では本年8月末に大

連造船所にSulzer-5RLB56型ディーゼルエンジンの

コンポーネント2台分を納入（上海・中華造船所での建

造船に搭載） しており，今回の受注もこうした実績が評

価され契約に至ったものである。

〔受注の内訳〕

（1） 舶用主機関

IHI-SEMT8PC4-2L型ディーゼル

エンジン 2台

納期 1台目 1983年6月

2台目 1983年11)1

（2） デッキクレーン

H350130-300形 2台

H350130-260形 2台

納期 1セット目 1983年8月

LLP社が日本で初の海事セミナーを開催

英国のロイズ保険組合の出版および海事情報収集機関

として知られるロイズ・オブ・ロンドン・フ・レス社(L

LP)では, 10月18． 19日の2日間，東京･池袋（サンシ

ャインシティ）の英国トレード・センターで海事セミナ

ーを開催する（後援：日本海連繋会所，英国大使館)。

講演は「妓近の英国判例法による立場からみた定期肺

船」「油濁損害をめぐる法律関係」 「傭船料支払遅滞によ

る傭船契約の解約」 「米・英法の判例とニューヨーク仲

裁例などの航海怖船」の4つの課題について行なわれる。

また「船骸および貨物の撤去」という議題による討論会

も開かれることになっている。

LLP社では海運，造船などをテーマとしたこの種の

セミナーを世界各地で開催しているが， 日本では初めて。

セミナーへの参加料金は9万円( 1名, 2Hil3,昼食飲

物付）で，参加申込みはLLP社の総代理店である下記

のところで受付けている。

●コーンズ。アンド・カンパニー・リミテッド

ロイズ海事セミナー事務局

担当 S.N.W・ジヨーンズ，松井へ

東京都中央区{ l本橋2－3-10(丸善ビル）

屯話 03(272)5771

（資料提供：英国大使館）
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私の戦後海運造船史（34）
－昭和54年前後一 ’

米 田 博

(M)[l本海彌広報協会

Ｄ

凸

Ⅱ

■

、

１

Ｊ

各I卸とも東京サミットで設定した輸入'三|標を大輔に卜廻

る石油輸入を行なう結果となり，例えば11本の石油輸入

実統は1979年111,l537〃バーレルカ､ら1980ilZは485ノノバ

ーレルに落ちた。

ここでサミットの開催地と「1本よりの出席行を回顧し

てみると， (1)1975牢ランブイエ（仏） （三水） ， (2)76年サ

ンフアン（米） （三木） ， (3)77年ロンドン（英) (imll l) ,

(4)78年ボン（西独）（福田)， (5)79年東京(I1)(大平), (6)

80年ベネチア（伊）（大来外相〔代理出席])､7)81年オタワ

（卯） （鈴木） ， (8)82年ベルサイユ(仏） （鈴木）となって

おり，私｢1身新聞・テレビなどを通じて各サミットにな

にがしかの忘れ難い印象を受けているが．やはり典京サ

ミットの報道を雌も明確に覚えている。

IIH和54年にはこの他，船興制陛近代化委勵会が4jlに

発足して18人乗りの実験船による基礎実験を開始したI),

8jl lRに公正取Ijl委員会が造船不況カルテルを認可し

たり, IMCO第11 1'il総会がlljl l61 1海上安全・海洋汚

染防ll等に関する条約決議を採択して| l解したり, 12jl

アフガニスタンかクーデターを起し， これへソ連が1脚；

介入した， などかあった。

外航船舶整備緊急対策

1

第2次石油危機と東京サミット

1979年は第2次石油危機の年であるが， そのきっかけ

となったのはイラン革命である。 1978年半ばからイラン

ではイスラム教シーア派の蚊高指導者ホメイニ師を頂点

とする反王制運動が急速に盛り上り， 1979年1月パーレ

ビ|到王は国外逃避し，反王制派が2ノl lOI]イランの前部

テヘランを掌握してイラン砿命は成功した。新政権は原

油生産の抑制政策を採用し，他のアラブ諸阿もこれに追

従したため石油価格は本史(28)で述べたように1978年バ

ーレル当り13ドルだったものが，急騰して1981年11月に

は34ドルまで上った。このように石油価格が上昇したこ

とは世界経済に大きなショックを与えたが，世界の石油

消賀I剥が「石油輸入抑制をしなければ破局が来るぞ」と

いう危機感を持ったことが大きな変化を生んだ。

このような情勢下で第5回西側先進7"li1首脳会議が

1979年61128, 29の両日東京で開かれた。いわゆる東京

サミットである。この東京サミットに女航するかのよう

にOPECは6月27日のジュネーヴ総会で原油価格を1

バーレル当たり14.54ドルから23.75%引き上げて18ドル

とし，大勢は更に之に2ドル積み増して二重価格となり，

且つ価格の上限を23.5ドルとしたので各iEI首脳は危機感

をあらわに東京サミットに臨んだのであった。

東京サミットは'三催I副たるl]本の大平荷相を談l之とし

て開かれたが，会議はジスカールデスカン仏大統傾が提

案した各国別石油輸入抑制' 1標設定をめぐって大ゆれに

ゆれた。激しい外交攻防戦の末に決まったH本の輸入目

標値は1979,80の両年はulit540ノブバーレル, 85年は

630～690ﾉバーレルということになり，他の諸国はU

本以上に厳しく抑えられた。

ところが， その後この第2次石油危機が引き金にな-』

て省エネルギーと石炭をはじめとする代替エネルギーへ

の転換が大巾に進み， |廿界経済が急激に落ち込んだため

I

■
■
■
■
■
■
Ｉ
■
■
■
■
■
日
Ⅱ
■
Ⅱ

利子補給復活

昭|154年度海運関係予算では，計画造船制度について

(1)|1本開発銀行の融箇比率を5%引き上げコンテナ船及

OfLNG船75%,その他船舶65%に改める。 (2)特に高度

合理化船及びLNG船については, 49年度末で打ち切ら
れていた利子補給制度を復活させる。 という思い切った

Wfifiがとられた。これは外航船舶整伽緊急対策と称せら
れ, lll{fll54～56年度の3年度をその対象としている。こ
の樵i冊となった背蛙には51～53年の3ff間計画造船を! |』

心とするH本|副籍船の建造が非常に少なかったため， こ
れでは外I即川船に頼ることが多くなりすぎるという危機

感があったのは勿論であるが，造船大イミ況をl il内船でカ
バーしようという意志が強く働いてこの措統がとられ易

かったことも否定できない。

参考文献l)で開銀総裁吉瀬維哉氏は「計|1'1造船」と
題する論説で「330ノブトン， 199ﾉjトン, 194ﾉjトン，

－36－
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船401隻550万ドル (2)ノルウェー向け捕鯨船8隻246

ﾉフドル (3)デンマーク・フィリピン等各国向大型貨物船

及び油送船13=240ノフドルである。

この間においても商社が外|玉|船主と日本政府又はI1本

造船会社との間において契約成立のための仲介活動を行

なっており，戦後における商社の船舶営業は既にこの時

から始まっていたといえる。 しかしながらその後昭fll28

年頃までは[1本造船業の新造船は'五|内の計画造船が中心

であったため，商社の船舶営業には特に見るべきものは

なかった。 ：

商社がその営業力を発揮し，造船業界の受注活動に協

力し始めたのは昭和29年以降であった。 しかしこの頃の

商社の役割は情報提供，通訳礎度の域をあまり出ていず，

営業行為と言える程のちのではなかった｡･その後32～33

年以降造船不況が深刻化したとき商社の輸出船営業は単

なる情報提供的なものから次第に営業そのものに変って

行った。

昭fⅡ35年(1960年）頃から鉄鉱石及び石炭の専用船に

よる輸送において商社はその荷主として,..また輸入業背

として活躍するほかに，鉄鋼業側と'|宝|内海逆業者と造船

業とを結びつける上で強力な役削を果し，仕組船におい

てもI唾々その中心人物となった。

近年は中小造船業の輸出船市場への進出が顕著であっ

たが， これは主として商社の営業活動によるものであっ

た。特に中小造船に関してはその信用力の関係から商社

の単なる斡旋ということでなくて．契約の当覗肯となる

ケースが多かった。

Ⅱ、 1970年代の商社の船舶営業

私は商社の船舶営業に1970年711から1979年5I}まで

従霧したので、 丁度1970年代をこの分野で過したことに

なる。海運，造船そのものについては実緒を回顧し解析

した論文は数多くあるが商社の立場からの解析はあまり

みかけられないので，私は私F1身のささやかな経験を通

してみた1970年代の商社の船舶営業をIn1顧してみたいと

思う。 、、

以下に述べるものを見ていただければわかるように商

ド|:の船舶鴬業は新造船については造船会社の営業．特に

輸出船営業のカバーするものと非常に近い。また中古船

については海運会社の企I阿部ないし業務部の守備範開に

近い知識と経験を要求されている分野である。

1970年代の商社の船舶営業の活動状況を蛾もよく表現

しているものとして次図を示す。

I]本造船業界（および一部の商社）は昭和45年までの

ドル建延払契約船で大きな為替差描を葉り， これにこり

て，折からの造船ブームに乗って殆ど100%近い円建契

95ﾉﾉトン, 17万トン, 26万トン, 30ノフトン, 163ﾉjl､ン，

i84ﾉjトン, 180万トン， この数字がII{{ ｢147年度から56

年度にいたる10年間の言|･l'i'i造船の建造晶である｡｣と述べ

ておられるが， 47～50年度平均205万トン， 51～53年度

平均24〃トン， 54～56年度平均176〃トンとならべてみ

ると利子補給の建造促進効果が如何に大きなものであっ

たかが理解できよう。

商社の船舶営業

昭fll54年5月私は1l 1鉄商事を退職し, (財)H本海事広

報協会に常務即事として勤務することとなった。本史由

に述べたように，昭「1145年7jlに私はたまたま与.えられ

た置亜なチャンスに勝負をいどんで役所を!''途退学して

商人になったのであるが，残念ながら， 53年頃に造船所

をやめた何人かの友人同様(1油ショツクにつまずいて，

約9年にして1 l 1鉄商蛎を去ることとなった。私を招いて

くれたll l鉄商事の期待に1分応えることができなかった

のは心残りであるが，艇からllI発したll l鉄商事船舶部が

一応の成長を遂げ，私の後継行が育ててくれていること

については深い満足感を持っている。 ’ ' |鉄商‘"の好意に

いつまでも甘えているわけにもいかないので身のふり方

を模索していたところ，運輸省の先飛，友人，現役の方

々のご配腫によって，再び迩輸省に関連した{上砺をさせ

ていただけることとなった。

ll l鉄商覗で常勤顧問をやらせていただいていた期間は

5カノlであるが， この間に私は今までにも睡々引用した

『川鉄商事25年の歩み」の船舶営業の部分の第一IY(稿を

nl成り詳しく取りまとめて記録に残し，一方| |本海運経

済学会へ「商社の船舶営業」と題して報告する準備をし

た。これが参考文献2）であるが，後に54年1011の学会

で発表したときの資料などで続篇として「商社の船舶営

業各論」と題して参考文献3）を発表した。この両論

文はかなりのページ数になるので， そのうち本史の趣旨
に添う部分のみを摘出して紹介したい。

I .戦後より1960年代までの商社の船舶営業2）

本史(4)で述べたように終職後GHQのあっせんにより

政府蘭易の輸出船が梅数為替レートで数多く契約された

が， これはI1本政府が外国からドル建で受注したものを

円建で[l本の造船会社に発注するという形式となってお

り， 丁度現在の商社の役割を政府がやったケースとして

興味深い。当時はまだ単一為替レートが設定されていな

かったのであるが1ドル=5001 1]前後の円安レートで発

注されたものが多く， これにより政府は造船業を助成し

てその振興を図ったものとみられる。

これら政府貿易船は， (1)ソ連向け及びグアム島向け木
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契約形態別輸出船舶受注実績

約を実現したが，造船不況が顕在化した昭和52年度以降

は，再び円建契約が減少し始め， 53年度に至っては全契

約の30形に過ぎなくなった。その代り石油ショック以降

少なくなっていた現金契約か52年以降急激に多くなり，

為替リスクが契約から竣工引渡までの間に限られるよう

工夫された。

54～55年度は海運市況の回復と，造船不況カルテルに

よる生産制限の効果と， 円安のお蔭で船舶輸出環境は可

成りよくなり， 円建が増えている。

これらのうち， どれ程商社がメインコントラクターと

なって契約したかという統計は昭和48年度以降しかない

が，従来から全体の25～30％が商社契約だったようであ

る。ただ昭和49年度のみは大変異常な姿を呈している。

この年は石油ショックによりタンカー発注がバッタリ途

絶え，商社が外国船主から受注してきた貨物船が新規受

注の中心となったため，全契約の52％にまで及んだ。55,

56年度は商社契約か40％に及び商社の船舶営業の活躍が

顕著である。

Ⅲ、船舶建造における商社の役割2)3）

船舶建造における商社の役割は，一言でいえば船舶建

造潜在需要の顕在化についての貢献であるといえる。

商社は船舶建造の発注と受注の流れの次のような接点

において一役買っている。

1）荷主と海運会社との問

商社は海運会社のために荷主を探し，貨物を集めるお

手伝いをする。大手の総合商社などは， 自らが雑貨．原

材料等の荷主になることがあり，運輸（保険）部がこれ

を担当し，船舶営業に対して有力な援謹射撃を行なって

いる。

2）海運資金調達援助

信用不足の海運会社に何らかの形で信用をつける仕事

で， これが商社の船舶営業の鮫も中核となっている仕事

である。

3）海運会社と造船会社の間

海運会社が，造船会社の経営力，技術力などに不安を

いだいたとき， リスクヘッジを商社に依頼する。また逆

に造船会社が海運会社の契約遂行能力ないし誠意に対し

て疑問を持った場合，商社に海運会社との契約者となる

ことを依頼する。また，為替リスクのヘッジのために，

海運会社又は造船会社のどちらかからの依頼によって商

社が起用されるケースもある。更に中小造船会社がその

苦手とする輸出契約交渉，輸出手続を商社に依頼する場

合があり， この場合は商社は主契約者とはならずブロー

カーないしは事務代行を行なうこととなる。

4）造船会社と下請，素材メーカー，舶用機器メーカー
等の間

造船会社としてはメーカー等からちゃんと品物を納め

てもらうための保証が欲しいし，逆にメーカー等として
はちゃんと代金が回収できるという保証が欲しい。そこ

で造船会社側からか， メーカー等側からかどちらかから

の依頼により，商社が信用の肩がわりないし契約の履行
保証を行なうこととなる。

Ⅳ．商社が介在する場合の取引の形態2)3）
1）海運会社が自ら資金調達をし，商社は資金調達の手
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伝いはしない場合

a)商社がnら海運会社に積荷保証をし， その見返り

として建造契約への介入を要請する場合

b)商社が取引上発言権を持っている他企業の職荷を

斡旋し， その兄返りとして建造契約への介入を要請

する場合

c)企業が海運会社に積荷を保証し， その見返りとし

て建造取引に関係商社が介入することを海運会社に

要請する場合

d)企業が賊荷を保証する船の建造を特定の造船会社

に指定する見返りとして， その取引に関係商社の介

入を要諦する場合

e)主として輸出船の場合であるが，商社が従来から

または新規に外同船主と強い'腱'係を持ち， この船主

が企画する船舶の建造を日本の造船会社に紹介する
場合

f) e)の特殊ケースとして，外国特に開発途上圧,の

政府筋が自己の政府資金またはI 1本その他からの経

済協力資金で建造する船舶の場合は入札となるケー

スが多いが， この場合の情報キャッチ，入札価格の

決定などに商社機能が発揮される場合

g)造船会社の受注船につき形式上関係商社の取ツ,へ

の参入を許す場合

2）海運会社の資金調達のために商社が信用供与する場
合

a)国内船の場合

イ）船価の全額を商社が融資する場合

ロ）商社が船舶を保ｲiして海運会社へ裸lll船に出す

場合

ハ）海運会社に対する銀行等金融機関の船価の一部

または全部についての融資の元利返済を商社が保

証する場合

i )通常の銀行等

ii )信託銀行

iii)船舶リース

b)輸出船の場合

イ）制度金融

ロ）商社金融

で川崎重工業の梅田善司氏に思い出話を語っていただい

たことがある。川崎重工業の三社合併推進に続く社長．

会長, H本造船工業会会長， 日本船舶輸出組合理事長な

どの要職にあってリーダーの役割を果された功績は実に

大きい。砂野，山田両氏とは海外商品別輸出会議(船舶）

でシドニー， リオデジャネイロ， イスタンブール， ウィ

ーンと4回にわたって御一緒させていただいたが，砂野

氏の音に聞く真向法の実演付講義と，水師営の会見，武

田節などの全曲歌唱を何度も聞かせていただいたことは

忘れ難い思い出である。

山田氏はこの砂野氏を実によく助けておられた。本史

でも時々ふれたように，造船工業会時代から輪組時代に

かけて，私自身も随分お世話になったが，本来主役であ

りうる大器が自分を殺して補佐役を務められるのはなか

なか努力が必要だったことと思う。

中堅造船所にはワンマンの豪傑が揃っている。故人の

中では常石造船の神原秀夫氏が強烈なしかし魅力的な個

性を持っておられ，私はそんなに何度もおめにかかった

わけではないが忘れ難い印象を持うている。殆ど無から

今日の常石王国を築き上げられた過程ではあの強さが必

要だったのだろう。私は昭和45年川鉄商事で船舶部を始

めた間もなく常石造船に御挨拶に行ったことがある。丁

度この頃は沖縄の日本復帰を控えて，基幹産業として大

型ドックによる船舶修理業が適当ではないかとの考え方

から，盛んにフィージビリテイ ・スタディが行なわれた

頃であったが，神原氏は沖縄に大規模なドック建設を目

論んで同じ考え方を進めていたlll崎壺工業と張り合って

おられ，私がおめにかかったときも盛んにドック建設の

夢を語っておられたのを思い出す。結局は台風の問題そ

の他で沖縄での大ドック建設はどの造船所によっても実

現しなかったのであるが何しろでっかいことを考えて次

々と実行に移された人であった。

他にもこの棚に御登場願いたい方が何人かおられるが

紙面に余裕がないのでこれくらいにしておく。

参考文献

l)吉瀬維峨「計画造船」 『しっぴんぐ」 1982初夏号･’

昭｢157年6jl

2）米田博「商社の船舶営業」H本海運経済学会

『海運経済研究」第13号, 1979年

3）米田博「商社の船舶営業各論」 『海事産業研究所

報』NO168 1980年6月

4）梅田善司「l l l重躍進のリーダー砂野仁」『ラメール』

第32号，昭和57年l月刊

’

’

I

忘れ難い人々

I

たまたま私が日本船舶輸出組合に出入りしていた間中

理事長は砂野仁氏，副理事長が山田一氏であったのでこ

のお二人とは何度も一緒に旅行するとか，パーティーの

席で顔を合わせるなどしてその人柄に魅了された。まこ

とに好いコンビであった。砂野氏については参考文献4）

1

1
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q技術随筆惨

船のインテリアあれこれ， 其の十一
首
＝種村
圭
巨

で男子もロマンチックなイメージを海に持ったが，同時
に現在の一般の人々には何か拙縞のトックリシャツに船
員幅をあみだにかぶって上衣をﾉ岡にかけ，酒と女とけん
かに明け繰れているようなイメージを持っている人も可
成り居るのではないだろうか？ このような船乗りのイ
メージは，一連のマドロスものの歌謡曲や外国の海洋映
画が大いに関係しているように思う。

一般の人々の船乗りに対するイメージは上記のような
1吋極端に分れているのではなかろうか。しかし，かつて
は「港々に女あり」といわれたこともあり，実際現代の
ように造船技術が発達する以前は，外洋の航海に適さな
い木造の1l船で荒い日本の周辺を航海した時代には難船
の記録は沢山あり，本当に板子一枚下は地獄というよう
な危険か一杯の時代で，何時命を落すかわからぬという
気持が上陸すると有金はたいて遊ぶという気風もつくっ
ただろうし， またその金離れの良さを当て込んで，津す
なわち昔の港にはオイラン船さえあって，船が入ると船
におしかけさえした時代があった。

しかし鉄船から鋼船に変り船も大型化し安全性が蛸し，
また船員の教育も明治に人ってから大l l]に充実するにつ
れ，船乗りから歌謡曲にあるような人間は徐々に姿を消
し，あんなだらしのない姿勢の者は現代では殆ど見掛け
なくなった。卒業後予備海軍士官に任官した戦前の高等
商船出の士官達は背筋をピンとのばした良い姿勢であっ
た。姿勢を正せば確かに人の心もシャンとする。医師の
研究でも不良や犯罪者ほど姿勢が悪いそうである。船の
生活はあんなグデンとした姿勢ではできはしないから，
自然姿勢も良くならざるを得ない。
船のインテリアを考える場合，先に，’船内生活と部屋
の配慨”でチョットふれた船乗りの実際の船内生活を詳し
く知らなくては良い設計はできっこない。ではどのよう
な仕事をし，どのように生活しているかみてみよう。

22． 船乗りの生活一それぞれの仕事の数々

私の好きな詩に英国の詩人ジョンメイスフィールドの

"SEAFEVER" という詩がある。それは，

Imust godownto theseasagain, to the

lonelyseaand thesky

Andall l askisa tal l shipandastar to

steerherbv

And thewheelSkickandthewindbsongand

thewhitesailSshaking

Andagreymist onthesea's faceandagrey

dawnbreaking

Imust godown to theseasagain, for the

cal l ol. therunningtide

Isawildcall andaclearcall thatmaynot

bedenied

Andal l l ask isawindydaywiththewhite

clouds flying

And theflungsprayand,blownspume, and

theseagullscrying

』

１
１

thetheImust godown to theseasagaln, to the

vagrant gypsy life

To thegullSwayandwhaleSwaywhere
thewindS likeawhettedknife

Andall l ask isamerryyarnfroma laught.

ingfellowrover

Andquiet sleep andasweetdreamwhen

the longtrickSover

この詩を見てもどうも'1本人は海洋国民といわれなか

ら’ ヨーロッパ人の海に対する感覚とは大分違うように
41亥ないだろうか。日本人は自然に対し畏怖的であり，

a laught-

思えないだろうか。日本人は｢1然に対し畏怖的であり，

ヨーロッパ人は自然に対しより横極的･征服的に思える。

そして海を愛する本当の海洋|副氏だからこそ，船乗りに

対する評価も西欧とI]本とで連っているのではなかろう

か？ 日本では船乗りというと背海軍士官に女学生があ

こかれたように，米窪太〃雄の「海のローマンス』など

船の生活は大きく分けて航海中・人出港時・碇泊中に
大別できる。－番間題なのは船の生活の大部分を占める
航海中の生活で，またこれは当直のある者。無い者に大
別できるだろう。当直のあるのは甲板部の士官およびク

ォーターマスター，機僕1部の士官・部員および通信部で，

－40－
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船長，機関長（最近一部の船会社では当直に入るところ

もあるか)，甲板部の前記以外の部員，事務部の士官およ

び部員・船医には当直はない。

キャプテンは航海中は毎日正午のコース決定，狭水路

航行時のブリッジでの指揮，待避訂'|練の指揮，船内巡回，

客船では客の相手（この客の相手が我儘な自分勝手な人

間か多くて困るのだがその相手をするのがいやさに客船

の船長になるのを断わり貨物船の船長を選んだ人もいる

程である)，またキャプテンは船内での拝察権をもってい

て船内全般の秩序維持を行なわねばならない。出入港時

にはブリッジで指揮をし，港に満けば公的機関との対外

折衝を行なう。

甲板部士官は航海当直中は船舶，島喚，灯火，陸地，

また遭難船，流氷などの航路障害物の発見,自船の速力，

航路等に変化を発見した時には船長に報告しログブック

に記入する。要するに目船の運航について|對係あると思

われる種々の事項についての見張・記録である。また天

候の変化に対し船の開口面についての適当な処樹，その

他火急な出来事の際の応急処慨および事後報告， さらに

陸岸近く航行する際は上記に加えてベアリングやレーダ

ー， 口ランなどの諸機械で常に自船の位置の確認,漁船・

漁網などに対する注意を行ない，大洋航行中は正午に天

測により自船の位置を算出し，太陽の出ない時は夜間星

か見えれば星を天測して自船の位置を確認する。

上記の当直中の仕事のほかに，

チーフオフィサー（一等航海士）は人蝋考課表, Sto-

wagePlan,Hatchlist,Checkbook(Tallybook),

Matereceiptsign,Overtimecheck,Dockingorde,-
の作成，労務・病人・航路事情・荷役事情等の報告苔の

作成，作業日誌，清水飲料水のメモ，職付計画等を行な

い更に船体の保全に対する腎理，船内に周知せしむべき

事項の告示，船医の居らぬ船では医療等を行なう。また

出入港時には船首に居りブリッジの指示によりボースン，

カーペンター，セイラー等の部員を指揮して接離岸， ブ

イへの繋離船作業を行なう。碇泊・荷役時には碇泊当直

として気象．海象の状況，錨鎖･繋索の状態,外来者の有

無等に注意し，荷役についてはその全般の貢任者として

の監督と荷物の種類によっては船のシフト,重量物・嵩高
品の揚卸の際には直接指揮をし，ステベや荷主その他の

来客との応待，甲板部日誌の点検，船体属具等に注意を

する。入渠中は修理箇所の点検， ドック側との折衝等を

行なう。

セカンドオフィサー（二等航海士）は海図改補，水路

誌チェック訂正,Abstract log(撮要H誌主として航海関

係),Over time報告（サードオフィサーが作成するこ

ともある）， 船用品Inventry等を作成し，航海関係機

器保奮，航海計算を行なう。出入港時には船尾に居りブ
リッジの指示によりクォーターマスター，セイラーを指

揮して接離岸・繁離船作業を行なう。碇泊・荷役時には

碇泊当直のほかに荷役時には一等航海士の補佐として後

部船舶の荷役を担当する。また出港前には操舵機，テレ

グラフの試験をし，入渠中は修理箇所の点検を行なう。

サードオフィサー（三等航海士）は消耗品報告および

請求，航海日誌の整理，一等航海士のデスクワークの補

佐をする。出入港時には船長およびクォーターマスター

1名と共にブリッジに居り船長を補佐するとともに船長

の命令を各部所に伝える。碇泊・荷役時には碇泊当直の

ほか荷役の際には一等航海士の補佐として前部船艫の荷

役を担当し，かつ荷役終了後の喫水の計測，甲板部消耗

品の受取，出港前には通信器・汽笛などの整備を行ない，

入渠中は修理箇所の点検を行なう。

上記各士官の碇泊当直は航海中と同じ時間割で各士官

か当直する。

余談であるけれど．もこの甲板士官の呼称にメートとオ

フイサーの2つかあるが,メート'を使うのはキヤプテンか

オフィサーに対して使う位で他はすべてオフィサーを使

う。乗者は部外者がメートを使って船内のひん壁をかう

のを見たことがある。このような慣習も充分注意する必

要があるだろう。

甲板部士'自の仕事は上記の如くであるが，では甲板部

の部員はどのような作業をしているのであろうか？

当直のあるクォーターマスターたち{ま航海中手動操舵

の船では1名は操舵，他の1名は風力・風向・大気温・

海水温の定時的測定，海面状況の観測，他船と遭遇せる

時の信号の発受，当直中行なった船務の記録，航海用具

の手入れ,各室時計の時差修正等を行ない，オートパイロ

ット船では2名で上記作業を行なう。そして危険水域航

行時および出入港時には手動操舵を行なう。また碇泊・

荷役．入渠時には舷門当直として船内保安にあたり，満

干潮．気象.海象の変化による錨掻き（走錨)・繋索・繋鎖

などの監視．舷梯の揚降通船の発着，出入者の保安監

視を行なう。

当直のないlll板長(ボースン） ・甲板庫手（ストーキー）・

船匠（カーペンター） ．甲板部員（セイラー）はそれぞれ

次のような作業をしている。作業は5～17時のあいだに

実働8時間行なう。

ボースンおよびセイラーは航海中は船内の清掃．ワッ

シュデッキ（このワッシュデッキとは木甲板のある船では

椰子の実を横に2う割にしたものを両手にもって砂と水

をまいた'|]板を横列にしゃがんで摺りながら洗い流す仕
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事で筆者も若い時にやったことがあるが物凄く体力がい

るもので小さな上部デッキであったけれど半分も進まぬ

うちに落伍してしまったことがある｡)，ペイント塗，鋼

索類のグリース塗，鋼壁の石鹸拭き，真鋳磨き，索具仕

義帆布仕事を行ない，入港前には館口種いの撤去，繋

船用ホーサー， ワイヤ等の索具類の準備，チェーンスト

ッパーの取外し，錨鎖管， ホースバイプカバーの取外し，

荷役用索具，滑車の取付，揚貨機（ウインチ）の試運転

などを行なう。手動操舵船では甲板部員の若干名は操舵

当直にたつことがある。作業はクォーターマスターと|可

じである。

また酸下位の部員はボーイ長と呼ばれLI]板部員のため

に配膳，後片付け，風呂準備を行ない，下から2番目の

部員は船内の便所掃除を行なう。出入港時には綱取作業

や錨・錨鎖の洗稚，出航後は艫口の閉鎖， ラッシンク､，

ブームの格納・索具・滑車類の整理・格納・船内の清掃

を行なう。碇泊・荷役・人渠時等には荷役中の船脆内の

盗難防止などの外は航海中作業と大差はない。

ストーキーも上記と作業内容は|司様であるが，ただIII

板部消耗品の椅理および油灯のある船では船灯の管理を

行ない，出入港時にはムアリングウインチの操作をする。

カーベンターは航海中は木製品の製作修理，朝夕2M

の水槽，注水（ビルジ）の測尺および記録，一等航海士

への報告，各開口部の見廻り，必要に応じての閉鎖，航

海士の命による水槽，二重底内の水の移動，入港前の揚

錨機の試運転および出入港時の連挺を行なう。碇泊・荷
役・入渠時は他の甲板部員と同様盗難防止なども行なう

が仕事は航海中と変りはない。タンカーではポンプの運

転もカーペンターが行なう。

機関部は機関長を除いて上官・部員共全員当直制であ
る。

チーフエンジニアー（機関長）は機関部の戊任者とし

て船長を補佐し機関関係全般の業務の統轄，機関部員の

教育訓|練を行ない， また人事考課表,Abstract log,燃

料潤滑油，養缶水の報告醤を作成する。出入港時には機

関関係の総指揮をし，碇泊，荷役・入渠時の機関要部解

放の際はI貞接指揮をする。また入港時には対外折衝を行

なう。

機関部士官は航海当i頁中は主機および補機の冷却水温

度，海水温度，爆発状態，缶水の塩分含有瞳，その他機

関の運転に関係のある種々な状態，即ち音や水，油，蒸

気の漏れや循環状態',摺動部の温度変化および機関室,燃

料油槽，養缶水槽などについての監視とそれ等の変化に

即応する処世，機関長への報告，機関日誌への記入，甲

板部への航海に関係ある事項，即ち主機の停lt・試運転

などおよび港湾規則に関係あるll寺に連絡をする

航海中機関部員はナンバンやエンジンストー

役付も含めディーゼル船では2～3名の当直で

部，摺動部への注油，各機関の正常な運転状態

その他当直機関士の命ずることを行なう。スチ

場合は，油焚の船では上記の作業以外にファイ

汽缶焚作業か加わり，今ではもう殆ど無いであ

炭焚きの船では石炭繰作業やアス捲作業があつ

－マーの場合は副缶[1誌の記入が必要である。

部部員も蝦下位の部員は甲板部と同様配膳，後

呂準備を行なう。

機関部士官は前記の当li[時の仕斗Fのほかに，

ファーストエンジニアー（一等機関士）は機

簿の整理，諸機械．機関部主管器材の整備，保薄の整理，諸機械，機関部主管器材の整備，保全，修理

を行ない, Dockingorder,消耗品請求（セカンドエン
ジニアーが行なうこともある),Over time報告,作業日

誌の作成をする。出入港時にはブリッジからの命令によ

り主機の逆転を行なう。碇泊・荷役・入渠時には碇泊当

直として使用中および停止中の補機，汽缶の状態，石炭

庫，油槽，養缶水などの現状について注意するとともに

他部との関連事項の連絡，その担当の主機などの|消放・

整備・復旧の際の指導，来客との応待を行ない，入渠中

はさらにドック側との折衝， ドックの修理手人部分の点

検を行なう。今でこそ何ﾉj時間も無解放で主機の連転が

可能になってきたか以前は碇泊すると必らず数本のピス

トン抜をして手入したもので仲々大仕事であった。

セカンドエンジニアー（二等機関士）は航海当ll'Iの仕リギ

のほかにその担当の主として発屯機関係渚機械の整備・

保全･修理を行ない，さらに消耗品の受渡しリヱトの作成
･管理をする。スチーマーでは主汽缶'災l係の獲備．修理．

保全が加わる。出入港時には主としてその担当補機の部
署につく。碇泊・荷役．入渠時には碇泊当直としてファ
ーストエンジニァーと同じ業務を行なう。その他その担

当補機類の整備.手人,また燃料．養缶水などの横込に際
してはそれに立会し，質．並の検査，属具．備品の整備
を行なう。入渠中は以上の業務とともに一等機関士の補
佐として修理，手人部分の点検を行なう。
サードエンジニァー（三等機関士）は航海当,直のほか

に主として機関日誌の整備，甲板補機（荷役，繋船機械
など),機関室補機(発屯機を除く岻気装髄など)の整伽，
保全，修理を行ない，消耗品報告，請求,Over time

報告の下替，識|､算, Logbookの清菩を行なう。出入
港時にはその担当機器の部署につく。碇泊．荷役．入渠

時には碇泊当直として一等機関士と同じ業務を行なうほ

か担当補機類の整備，手入れ，消耗品の受取りのほか二
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等機関士と同様である。

機関部部員は航海中の仕事のほかに機関士に命ぜられ

た仕事を行なう。

通信部は士官のみで部員はいない。

チーフオペレーターは局長と呼ばれている。

戦前は局長1人で事務長も兼ねた仕事をしていた。戦

後オペレーターは局長，セカンドオペレーター，サード

オペレーターの3人となり当直するようになった。 しか

しまた岐近になってオペレーターの人数は減りつつある。

通信部の仕事は本国よりの定時的ニュース，気象報告

のほか本船宛通信の受信，時間合せ，天気図の作成，本

船よりの気象報告の発信，船長より命令のあったものの

通信，船内新聞の発行，救難信号の発受信などである。

上記の当直時の仕事のほかに時間外には局長は人調考課

表,Overtime報告，修繕記録の整備,Dockingorder

業務日誌をつくり，

セカンドオペレーター（二席通信士）は日誌抄録作成

（3カ月または’航海単位)，電報関係普類整理(毎月末)，

業務日誌を作成し，

サードオペレーター（三席通信士）は消耗品受払，請

求，屯池日誌，船内新聞(C/ope～3rd/ope),天気図

(C/ope～3rd/ope),社船連絡(C/ope～3rd/ope),

公文弊の訂正・補遺を行なう。

また通信部全体の作業としてバッテリーの充電，碍子

の塩落し，無線機械の手入れ･修理・保全・整備，通信部

消耗品の受渡しリストの作成・管理などを行なう。出入

港時には港湾管理当局との連絡のほかは特にするべき仕

事はない。

これら当直のある人々は当直の前後にトイレに寄るか

らトイレの位置はブリッジへの階段の近くに置き， また

その近くに機関室への降り口およびオイルスキンロッカ

ールームを置くべきである。

事務部には当直はない。司厨関係は事務部に含まれる。

パーサー(事務長)およびクラーク（事務員）はShip-

pingorder (送状),Bil l of loading(船荷証券）の

作成，貨物の個数，噸数の集計，托送品関係の受払リス

トの作成，消耗品報告および請求，船員土産品リストの

作成，雇入雇止手続書類，転出入書類，身分証明書の作

成，船内経理事務すなわち給料計算，購入品リスト作成

(船内食料経理)，検疫関係事務すなわち乗組員名簿，船

客名簿，明告書（噸数・船長名・国籍・仕向港・積荷種

類・消毒証明書有効期限・船内病人の有無・船内鼠の有

無・寄港地等記載）の作成，移民官関係事務すなわち乗

組員名簿，船客名簿の作成，税関関係事務すなわち乗組

員名簿，船客名簿，乗組員携帯品目録，船用品目録（野

菜・肉・酒・米を含む）タバコ，酒目録，マニフェスト，

托送品目録の作成を行ない， さらに外国航路ではシール

すべき諸品をシールロッカーに集めて保全し，検疫．税

関，その他の役人・来客などとの事務連絡．接待のほか，

食料品・消耗品の購入・横込およびそれらの立会，質．

垂の検査などを行なう。

司厨員の長チーフスチュアードは外国船では日本船よ

り仕事範囲も広いようではあるけれども，船内の女房役

としてまた食事ということに対し外国人の方が日本人よ

りずっと重要視していることもあって，上級士官級であ

るか日本船では職長級である。どうも日本人には「早飯，

早糞武士の一芸」という考え方や，仏教の飯食を五慾の

一つであるという考えや， 「正に良薬を事とするは形枯

を療ぜんが為也」ということが根底にあって美味求真と

いうようなことは，本音はともかくたてまえでは軽く見

る傾向があるように見える。 しかし娯楽の少ない船では

特に食事は最大の楽しみの一つなのだ。

航海中コックの仕事は食事時間が船内では朝食が7：30

～8：30，昼食がll :30～12:30,夕食が3:30～5:30

でこれは当直者の交替時間に合わせてきめられて居り，

これに間に合うように作業する。

チーフスチュアードは食糧品の脊理および毎日の献立

作成，司厨部員の作業の監督を行ない，

コックは料理用の材料の準備・調理・後片付・ギャレ

イの清掃等を行ない，

ボーイはギャレイからバントリーに料理を運びそこで

盛付･騨繕・給仕・ダイニングサルーンやオフィサーズ
メスルテムの清掃，士官の私室の清掃，士官居住区通路

の清掃，士官のメークベッド，士官の衣類やリネン類の

洗濯（もっとも下着類は士官も入浴時などに自分で洗った

りもするが),アイロン掛け，士官浴室の清掃，またランニ

ングウォーターのない船では各洗面台の水差しへの水の補

給，士官用の風呂準備などを行なう。出入港時にはとく

に仕事はないが碇泊中は食憧の積込および来客用の調理

接待業務が加わる。

衛生部はドクタ－1人で．仕事としては負傷,疾病の手

当，官庁への報告番の作成，医療器具，薬品の管蝿など

を行なうが最近はドクターの乗る船はグンと減って衛生

管理の資格を持つ士官がこれらの業務を行なうようにな

った。

ではこれらの人々の主として航海中の睡眠・食事．入

浴・洗濯などの時間を除いた自由時間には何をしている

のであろうか？船内の実情調査例を見ると，割合の大

きい方から並べてみると，仮眠，軽い読書， マージャン，

新聞，休息，雑談，運動，研究・勉強などとなっている
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